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明

治
初
年
の
和
歌
山
藩
刑
法

　
　
－
ー
「
徒
刑
之
法
」
及
び
「
刑
法
内
則
」
を
中
心
と
し
て
ー

手

－
塚

豊

：六五四三二一

は
し
が
き

新
政
府
の
達
と
「
徒
刑
之
法
」
の
制
定

「
徒
刑
之
法
」
の
内
容
と
そ
の
性
格

そ
の
他
の
刑
事
法
的
改
革
と
「
刑
法
内
則
」

「
刑
法
内
則
」
の
内
容
と
そ
の
特
色

む
す
び

の
制
定

　
大
政
奉
還
の
直
後
、
慶
態
三
年
十
月
二
十
二
日
、
新
政
府
が
刑
法
に
關
し
て
徳
川
時
代
の
慣
例
を
そ
の
ま
ま
暫
定
的
に
み
と
め
る
指
示
を
あ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

え
た
こ
と
は
、
著
名
の
事
實
で
あ
る
。
こ
の
慣
例
と
い
う
の
は
、
幕
府
の
天
領
に
は
幕
府
法
が
、
各
藩
に
は
そ
れ
ぞ
れ
藩
法
が
施
行
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。
當
時
の
幕
府
刑
法
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
公
事
方
御
定
書
で
あ
り
、
藩
法
に
忙
成
文
刑
法
典
も
あ
り
、
ま
た
不
丈
の
慣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

脅
刑
法
も
あ
つ
牝
。
そ
の
後
、
明
治
三
年
十
二
月
に
新
律
綱
領
が
頒
布
さ
れ
る
ま
で
は
、
こ
の
歌
態
が
原
則
的
に
つ
づ
い
た
の
で
あ
る
が
、
な
お

そ
の
間
に
、
新
政
府
は
刑
法
事
務
局
（
元
年
二
月
三
日
）
、
刑
法
官
（
元
年
閏
四
月
二
＋
一
日
）
、
刑
部
省
（
二
年
七
月
八
日
）
に
お
け
る
部
内
の
刑
事
法
と

　
　
　
明
治
初
年
の
和
歌
山
藩
刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
　
（
一
三
〇
）



　
　
　
朋
治
初
年
の
和
歌
山
藩
刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
（
コ
一
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

し
て
は
假
刑
律
を
編
纂
し
、
府
・
藩
・
縣
に
封
し
て
は
、
し
ば
し
ば
部
分
的
な
刑
事
行
刑
方
針
を
指
示
し
統
一
刑
法
典
編
纂
、
ま
で
の
過
渡
的
措
置

と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
指
示
の
中
で
、
も
つ
と
も
重
要
な
も
の
は
元
年
十
月
晦
日
の
行
政
官
布
達
と
十
一
月
十
三
日
の
達
で
あ
つ
た
。
こ

の
二
つ
の
達
は
、
後
に
詳
し
く
述
べ
る
よ
う
に
大
綱
と
は
い
え
、
新
政
府
が
自
己
の
刑
事
方
針
を
は
じ
め
て
明
示
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
き
わ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

て
注
目
す
べ
き
指
令
で
あ
る
。
新
政
府
の
直
轄
領
で
あ
る
府
・
縣
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
遠
が
順
調
に
蓮
守
施
行
さ
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
が
、
ま
だ
狗
立
の
統
治
形
態
を
保
持
し
て
い
た
藩
に
封
し
て
も
、
逐
次
そ
の
藩
法
に
反
響
を
あ
た
え
て
い
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
際
、
こ
れ

ら
の
達
の
内
容
を
探
り
入
れ
て
從
來
の
藩
刑
法
典
を
改
正
し
、
ま
た
は
あ
ら
た
に
成
文
刑
法
を
編
纂
し
た
藩
も
あ
つ
た
。
小
早
川
欣
吾
教
授
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

「
明
治
初
頭
に
む
け
る
二
三
の
藩
の
刑
法
典
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
論
丈
は
、
こ
の
方
面
の
研
究
に
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
た
業
績
で
あ
つ
た
。
教
授
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

こ
の
研
究
の
中
で
、
岡
山
藩
の
新
律
（
二
年
六
月
）
、
松
山
藩
の
士
族
刑
典
（
二
年
＋
一
月
）
、
金
澤
藩
の
改
正
刑
律
（
三
年
一
月
）
等
を
紹
介
、
考
察
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

最
後
に
「
此
後
の
探
究
に
よ
り
て
更
に
多
歎
の
實
例
が
嚢
見
さ
れ
る
事
を
信
じ
て
疑
は
な
い
の
で
あ
る
」
と
結
ば
れ
て
い
る
。
教
授
の
こ
の
よ
う

な
期
待
は
、
そ
の
逝
去
の
た
め
幾
念
な
が
ら
教
授
自
身
に
よ
つ
て
は
果
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
他
の
法
制
史
家
に
よ
つ
て
も
現
在
ま
で
に
震
表

さ
れ
た
も
の
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
論
考
か
ら
示
唆
を
う
け
た
私
も
、
そ
の
よ
う
な
明
治
初
期
藩
刑
法
典
の
穫
見
を
心
が
け
て
い
る
が
、
微

力
の
た
め
今
臼
ま
で
に
僅
か
二
種
類
を
見
出
し
え
た
に
す
ぎ
な
い
。
本
稿
で
は
、
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
和
歌
山
藩
の
「
刑
法
内
則
」
（
明
治
三
年
）

と
そ
れ
に
密
接
な
關
蓮
を
有
す
る
「
徒
刑
之
法
」
（
朋
治
二
年
）
を
紹
介
、
検
討
し
、
そ
れ
ら
が
わ
が
近
代
刑
事
法
史
上
、
い
か
な
る
意
義
を
占
む

る
か
を
考
察
し
た
い
と
思
う
。

　
（
1
）
　
こ
の
指
令
は
、
＋
月
＋
九
日
附
徳
川
慶
喜
の
数
ケ
條
の
稟
請
に
封
す
る
同
月
こ
＋
二
日
附
新
政
府
同
答
中
に
あ
る
。
杢
丈
は
「
法
令
杢
書
」
慶
慮
三
年
二
頁

　
　
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
ヤ

　
（
2
）
　
新
律
綱
領
の
頒
布
は
三
年
十
二
月
で
あ
る
が
、
そ
の
施
行
は
藩
に
よ
つ
て
か
な
り
の
時
問
的
ズ
レ
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
貼
に
つ
い
て
は
近
く
嚢
表

　
　
す
る
拙
稿
「
新
律
綱
領
の
施
行
に
關
す
る
一
考
察
」
を
套
照
さ
れ
た
い
。

　
（
3
）
　
假
刑
律
の
編
纂
過
程
と
》
、
の
特
長
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
假
刑
律
の
一
考
察
」
（
本
誌
二
三
巻
一
二
號
一
頁
以
下
）
滲
照
。



（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

　
明
治
元
年
末
に
は
十
府
二
十
三
縣
、
二
年
末
に
は
三
府
四
十
六
懲
、
三
年
末
に
は
三
府
四
十
三
縣
で
あ
つ
た
（
宮
武
外
骨
署
「
府
藩
縣
制
史
」
二
五
八
頁
）
。

　
小
早
川
欣
吾
著
「
明
治
法
制
叢
考
」
二
五
八
頁
以
下
。

　
こ
れ
以
外
に
仙
坐
藩
の
荊
法
局
格
例
調
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
正
確
な
意
昧
に
お
い
て
朋
治
初
期
刑
法
典
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
人
ら
な
い
。
詳
し

く
は
拙
稿
「
刑
法
局
絡
例
調
考
」
（
本
誌
二
四
巻
八
號
二
貝
駄
下
）
参
照
。

　
小
早
川
前
禍
書
三
〇
二
頁
。二

　
徳
川
末
期
に
お
け
る
和
歌
山
藩
に
は
、
成
丈
刑
法
典
と
し
て
「
國
律
」
及
び
そ
の
補
助
法
と
し
て
「
國
律
補
助
」
が
あ
つ
た
。
小
早
川
教
授
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
一
〇
〇
〇
一
ー
一
c
o
O
旺
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

考
誰
に
よ
る
と
、
「
國
律
」
は
徳
川
治
費
が
藩
主
で
あ
つ
た
享
和
年
問
以
降
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
國
律
補
助
」
は
幕
末
頃
お
そ
ら
く
は

（
一
〇
〇
〇
〇
〇
曇
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

天
保
以
後
に
編
纂
さ
れ
も
の
で
あ
る
。
爾
者
共
に
、
名
例
、
公
式
、
衛
禁
、
儀
制
、
倉
庫
、
祭
祀
、
關
津
、
盗
賊
、
人
命
、
闘
殴
、
訴
訟
、
詐
鶴
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

犯
姦
、
雑
犯
、
捕
亡
、
断
獄
、
寺
批
、
蓮
及
の
十
八
律
か
ら
成
つ
て
い
る
。
こ
の
構
成
を
一
見
す
れ
ば
直
に
わ
か
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
明
律
の
つ

よ
い
影
響
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
内
容
中
に
は
幕
府
法
す
な
わ
ち
公
事
方
御
定
書
を
撮
取
し
た
部
分
も
き
わ
め
て
多
い
。
元
來
、
徳
川
時
代

の
藩
刑
法
典
に
は
大
膿
に
む
い
て
三
つ
の
種
類
が
あ
る
。
そ
の
一
は
幕
府
の
公
事
方
御
定
書
に
倣
つ
た
も
の
、
そ
の
二
は
明
律
の
系
統
に
風
す
る

も
の
、
そ
の
三
は
幕
府
法
と
明
律
と
を
折
衷
し
た
も
の
で
あ
る
。
國
律
は
新
稜
田
藩
の
新
律
と
共
に
め
す
ら
し
い
第
三
の
類
型
に
属
す
る
も
の
と

　
（
3
）

い
え
る
Q

　
維
新
後
に
お
い
て
も
，
こ
れ
ら
の
雨
法
典
が
前
に
述
べ
た
新
政
府
の
暫
定
措
置
に
よ
つ
て
奴
力
を
も
ち
つ
づ
け
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
む
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ヤ

し
か
し
、
そ
れ
ら
が
從
來
の
ま
ま
全
般
的
に
施
行
さ
れ
た
の
は
、
新
政
府
の
刑
事
方
針
が
明
ら
か
に
な
り
、
藩
が
そ
れ
を
受
容
す
る
ま
で
の
わ
す

か
一
年
有
蝕
に
す
ぎ
な
か
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
藩
刑
法
に
部
分
的
攣
更
を
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
前
節
で
述
べ
た
吹
の
新
政
府
達
で
あ
つ

（
4
）

た
。

　
　
　
朋
治
初
ハ
牛
の
和
歌
山
覗
活
刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
（
一
三
二
）



　
　
　
明
治
初
年
の
和
歌
山
藩
刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
（
二
三
二
）

　
　
行
政
官
布
達
　
元
年
＋
月
晦
臼

王
政
復
古
凡
百
之
事
追
々
御
改
正
二
相
成
就
中
刑
律
ハ
兆
民
生
死
之
所
係
速
二
御
藤
正
可
被
爲
在
之
庭
春
來
兵
馬
倥
偬
國
事
多
端
未
タ
螢
正
二
暇
ア
ラ
ス
依
之
新
律

御
布
令
迄
ハ
故
幕
府
へ
御
委
任
之
刑
律
二
依
リ
其
中
礫
ハ
君
父
ヲ
獄
ス
ル
大
逆
二
限
リ
其
他
重
罪
及
焚
刑
ハ
臭
首
二
換
へ
追
放
斯
梯
ハ
徒
刑
二
換
へ
流
刑
ハ
蝦
夷
地

二
限
リ
且
盗
窃
百
晒
以
下
罪
不
至
死
候
榛
略
御
決
定
二
相
成
候
尤
死
刑
ハ
勅
裁
ヲ
纏
候
條
府
蕪
縣
共
刑
法
官
へ
可
伺
出
且
総
テ
粗
忽
之
刑
罪
有
之
間
敷
事

　
一
　
流
刑
ハ
蝦
夷
地
二
限
リ
候
得
共
彼
地
御
制
度
相
立
候
迄
ハ
先
奮
二
傍
リ
取
計
置
可
申
事

　
一
　
徒
刑
ハ
土
地
ノ
便
宜
ニ
ョ
リ
各
制
ヲ
可
立
事
二
付
府
藩
縣
共
其
見
込
二
從
ヒ
當
分
取
計
置
可
申
追
々
御
布
令
可
被
爲
在
事

右
之
通
被
仰
出
候
條
御
旨
趣
堅
相
守
猶
不
決
之
廉
有
之
候
ハ
・
刑
法
官
へ
可
伺
出
候
事

　
　
毒
　
元
年
＋
一
月
＋
三
日

新
律
御
治
定
迄
別
紙
四
刑
各
三
等
ヲ
以
テ
假
二
輕
軍
ヲ
配
當
致
シ
當
節
左
之
通
庭
置
イ
タ
シ
候
事

　
火
附
、
強
盗
人
ヲ
殺
ス
者
　
　
　
　
桑
首
　
　
　
　
　
　
　
強
盗
、
百
爾
以
上
窃
盗
、
強
姦
　
　
　
　
刎
百

　
窃
盗
五
十
爾
以
上
　
　
　
　
　
　
　
徒
罪
　
　
　
　
　
　
　
　
同
二
十
爾
以
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
答
百

　
同
　
一
爾
以
上
　
　
　
　
　
　
　
答
五
十
　
　
　
　
　
　
同
一
爾
以
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
答
二
十

　
欲
盗
未
得
盗
者
亦
同

　
其
飴
之
犯
罪
右
二
可
準
知
事

一
　
死
罪
之
儀
ハ
糎
奏
裁
候
而
可
刑
事

一
　
於
盗
賊
ハ
流
罪
除
之
　
　
但
呆
刑
之
内
姑
モ
難
閣
事
情
有
之
者
ハ
其
府
二
於
テ
邸
決
追
テ
奏
聞
之
事

一
　
火
刑
ハ
永
慶
止
之
事

一
　
殺
君
父
ノ
大
逆
罪
ハ
臨
期
勅
裁
之
上
可
庭
礫
刑
事
　
　
其
他
礫
罪
慶
止
之

一
　
絞
百
ハ
至
秋
季
一
時
二
刑
之
自
然
御
大
禮
等
ニ
テ
赦
令
有
之
候
ハ
・
可
被
免
之
事

一
　
官
人
並
諸
藩
士
等
之
刑
科
ハ
剛
絶
流
禁
鋼
網
断
趨
之
事

　
死
　
　
果
菅
　
　
刎
首
　
　
絞
百
　
　
　
　
　
流
　
　
七
年
　
　
五
年
　
　
三
年

　
徒
　
　
二
年
　
　
一
年
牛
　
一
年
　
　
　
　
　
答
　
　
百
　
　
　
五
十
　
　
二
十

亡
轟
ら
の
達
の
根
本
趣
旨
は
幕
府
法
に
み
ら
荊
る
嚴
刑
主
義
を
い
ち
む
ち
し
く
緩
和
す
る
黙
に
あ
つ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
達
の
内
容
の
全



部
が
、
腸
布
ど
跡
聯
ぬ
全
國
の
府
・
藩
・
縣
に
施
行
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
殊
に
從
來
は
一
部
の
藩
を
の
ぞ
き
、
ほ
と
ん
ど
行
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

れ
て
い
な
か
つ
た
徒
刑
を
一
般
的
刑
罰
と
し
て
探
用
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
全
國
に
普
及
す
る
に
は
か
な
り
の
月
日
を
要
し
た
の
で
あ
る
。
和
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

山
藩
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
達
は
當
時
の
交
通
事
情
か
ら
み
て
約
十
日
間
後
に
は
到
達
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
徒
刑
法
の
制
定
は
翌
年
こ
月
以

降
の
こ
と
で
あ
つ
た
。

明
竺
隻
旱
吾
、
和
歌
山
薄
書
て
は
新
政
府
の
「
薄
購
」
（
杭
牌
肝
鯉
）
の
馨
塞
ぐ
講
の
大
改
慕
行
わ
契
．
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

の
攣
革
の
結
果
、
藩
の
政
治
機
構
は
全
般
的
に
改
正
さ
れ
、
從
來
の
司
法
機
關
で
あ
つ
た
町
奉
行
所
も
次
の
よ
う
な
刑
法
局
に
改
組
さ
れ
た
。

　
刑
法
局
　
凡
刑
罰
ノ
律
令
此
ヨ
リ
出
ヅ
　
捕
亡
鞠
獄
二
所
ヲ
管
ス
　
捕
亡
手
一
小
隊

　
　
　
知
局
事
　
一
人
　
朝
憲
藩
律
ヲ
以
テ
罪
ノ
輕
重
ヲ
定
ム
ル
ヲ
掌
ル
　
士
官
ノ
訟
獄
ヲ
黙
臨
ス
ル
ヲ
掌
ル
　
地
方
官
難
決
訟
獄
鞠
問
ス
ル
ヲ
掌
ル
，

　
　
　
判
局
事
　
知
局
事
ヲ
佐
ケ
訟
獄
ヲ
照
臨
ス
ル
ヲ
掌
ル
　
捕
亡
手
ヲ
指
揮
ス
ル
ヲ
掌
ル
　
囚
徒
ノ
簿
籍
ヲ
掌
ル
　
行
刑
ノ
事
ヲ
掌
ル
　
國
君
ノ
朝
聰
一
一
尼
從
ス
ル

　
　
　
　
　
ヲ
掌
ル

　
　
　
書
記
凡
文
書
ノ
事
ヲ
掌
ル

　
す
な
わ
ち
刑
法
局
は
、
司
法
行
政
、
刑
事
法
制
定
、
裁
判
等
の
中
央
機
關
で
あ
る
が
、
「
死
罪
及
永
禁
鋼
以
下
輕
刑
ヲ
虚
決
」
し
「
孚
訟
ヲ
調
和
」

す
る
下
馨
禦
の
霧
は
各
郡
（
鷺
扁
碧
講
煽
野
牟
）
綾
け
ら
れ
罠
驚
箸
與
え
ら
奏
．
刑
驚
の
書
お
銘
畢

　
　
　
　
　
モ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
し

の
職
掌
に
「
朝
憲
藩
律
ヲ
以
テ
罪
ノ
輕
重
ヲ
定
ム
ル
云
六
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
從
來
の
藩
刑
法
（
國
律
．
國
律
補
助
）
と
前
掲
新
政
府
蓮
を
併
用

す
る
趣
旨
を
、
明
丈
を
以
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
き
わ
め
て
注
目
す
べ
き
鮎
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
徒
刑
洪
制
定
の
必
然
的
理
由
も
、
こ
こ
に

見
出
し
う
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
徒
刑
法
制
定
の
事
情
を
、
「
南
紀
徳
川
史
」
は
次
の
よ
う
に
詳
述
し
て
い
る
。

　
　
　
明
治
二
年
藩
政
大
改
革
新
た
に
刑
法
知
局
事
を
被
置
随
て
刑
律
一
新
の
議
あ
り
と
錐
も
頓
て
朝
廷
よ
り
新
律
獲
布
之
聞
へ
あ
り
然
る
に
時
々
の
行
刑
は
暫
く
も

　
　
室
過
を
得
ず
去
り
蓮
從
來
之
追
放
ま
た
因
襲
す
へ
か
ら
さ
れ
は
假
に
徒
刑
之
法
を
制
し
同
年
四
月
廿
五
日
左
之
如
く
政
事
聴
よ
り
刑
法
局
へ
達
し
た
り
。

　
　
　
　
明
治
初
年
の
和
歌
山
藩
刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
（
二
一
一
四
）



　
　
　
　
明
治
初
年
の
和
歌
山
藩
刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
　
（
二
二
五
）

　
　
　
一
　
刑
律
の
儀
當
時
取
調
中
に
で
、
未
相
不
極
候
に
付
全
常
分
の
塵
左
の
趣
に
可
取
計
事

　
　
　
　
盗
一
と
通
に
て
金
高
百
爾
以
下
の
者
徒
刑
三
年

　
　
　
　
　
　
但
盗
取
候
金
高
徒
刑
賃
銭
に
て
陵
せ
相
濟
候
上
本
文
三
年
の
徒
刑
勤
さ
せ
可
申
事

　
　
　
　
頭
取
樽
変
致
し
或
は
博
変
宿
致
候
者
徒
刑
三
年

　
　
　
　
　
U
と
通
博
変
致
し
候
者
徒
刑
二
年

　
　
　
一
　
件
の
如
き
庭
（
中
略
）
同
十
一
月
に
は
左
の
太
政
官
令
護
布
に
至
る
日
く
（
手
嫁
註
、
こ
こ
に
前
掲
行
政
官
布
蓮
の
大
部
分
を
掲
げ
て
い
る
が
略
す
）

　
　
於
是
刑
法
知
局
事
井
田
岩
次
郎
は
該
太
政
官
布
令
に
墓
き
事
宜
滲
酌
徒
刑
法
を
、
構
成
執
政
へ
諮
訥
の
上
伺
書
を
呈
す
即
ち
允
許
を
得
以
て
施
行
す
（
中
略
）
霞
に

　
　
至
て
途
に
行
は
る
實
に
國
初
已
來
の
新
法
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
し
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
し
　
　
　
ヤ
　
　
　
も
　
　
　
ヤ

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
論
明
に
は
遺
憾
な
が
ら
年
月
の
混
同
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
元
年
十
月
の
行
政
官
達
を
二
年
十
一
月
の
こ
と

と
し
て
い
る
鮎
で
あ
る
。
そ
れ
が
た
め
、
こ
の
論
明
に
從
え
ば
二
年
二
月
藩
制
改
革
後
、
四
月
二
十
五
日
に
窃
盗
・
賭
博
の
徒
刑
を
定
め
、
さ
ら

に
十
一
月
に
行
政
官
布
達
が
出
さ
れ
た
結
果
、
全
般
的
な
「
徒
刑
之
法
」
を
制
定
し
た
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
同
書
の
他
の
個
所
で
は

明
ら
か
に
「
徒
刑
の
事
は
…
：
欝
羨
な
し
器
、
華
昼
易
墓
絵
）
（
馨
と
い
つ
て
茎
「
南
報
川
史
」
籍
歌
山
輩

の
貴
重
な
丈
献
で
あ
る
だ
け
に
定
に
惜
し
い
誤
り
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
で
は
徒
刑
法
の
制
定
時
期
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
の
で
あ

る
。
「
和
歌
山
縣
誌
」
に
よ
れ
ば
「
明
治
二
年
二
月
藩
政
を
改
革
す
る
や
、
醤
來
の
刑
制
の
弊
多
き
を
知
り
、
之
を
改
正
せ
ん
と
す
る
志
あ
り
し
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

一
時
に
悉
く
改
正
す
る
能
は
さ
り
し
を
以
て
四
月
二
十
五
日
先
づ
徒
刑
の
法
を
定
め
…
…
同
時
に
徒
刑
取
扱
定
則
を
定
め
云
女
」
と
あ
る
。
こ
こ

に
「
徒
刑
の
法
」
と
い
う
の
は
前
掲
四
月
二
十
五
日
の
政
事
臆
達
で
あ
り
、
「
徒
刑
取
扱
定
則
」
と
い
う
の
は
「
南
紀
徳
川
史
」
の
前
記
論
明
に
つ

づ
い
て
全
丈
を
掲
げ
る
「
徒
刑
之
洪
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
縣
誌
の
記
述
は
「
徒
刑
之
法
」
（
徒
刑
取
扱
定
則
）
制
定
時
期
を
二
年
四
月
二
十
五
臼
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
根
披
を
示
し
て
い
な
い
の
で
、
信
を
お
き
え
な
い
。
こ
の
よ
う
に
い
す
れ
の
文
献
に
徴
す
る
も
、
そ
の
時
期
は
か
な
ら

す
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
前
に
揚
げ
た
窃
盗
・
賭
博
の
徒
刑
六
期
を
定
め
た
の
が
四
月
二
十
五
日
で
あ
る
こ
と
が
確
實
な
ら
ば
、
「
徒
刑
之
洪
」

自
艦
の
制
定
は
そ
れ
以
前
と
考
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
「
徒
刑
之
法
」
は
、
二
年
二
月
刑
法
局
開
設
後
四
月
ま
で
の
間
に
、
そ
の
知
局
事



　
　
　
　
（
1
2
）

井
田
岩
次
郎
の
立
案
に
て
定
め
ら
れ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
刑
法
局
の
提
出
し
た
伺
書
に
「
刑
律
之
儀
朝
廷
に
お
ゐ
て
も
御
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

案
醍
候
旨
盆
ゴ
、
孤
蓼
歎
講
望
迄
之
援
所
攣
徒
型
換
へ
秀
」
、
（
載
と
あ
譲
、
明
ら
か
に
そ
れ
が
鶉
叢
窪

を
遵
守
し
て
制
定
さ
れ
虎
こ
と
を
物
語
つ
て
い
る
。

（
1
×
2
）
　
小
早
川
欣
吾
稿
「
明
律
令
の
我
近
世
法
に
及
ぼ
せ
る
影
響
」
東
距
人
丈
串
報
四
巻
二
號
四
二
頁
四
三
頁
。
國
律
は
明
治
八
年
和
歌
山
縣
か
ら
司
法
省
に

　
　
呈
せ
ら
れ
（
「
南
紀
徳
川
史
」
一
〇
三
三
頁
）
、
そ
の
副
本
が
京
都
大
學
に
偲
え
ら
れ
て
い
る
（
傅
承
の
由
來
は
三
浦
周
行
著
「
績
法
制
史
の
研
究
」
一
四
五
一

　
　
頁
以
下
、
前
掲
拙
稿
「
刑
法
局
格
例
調
考
」
本
誌
二
四
巷
八
號
三
ー
五
買
等
滲
照
）
。
小
早
川
教
授
が
前
掲
論
丈
で
典
振
と
さ
れ
た
も
の
は
こ
れ
で
あ
る
。
私
は

　
　
ま
だ
京
都
大
學
本
を
み
る
機
會
を
も
た
な
い
。
本
稿
に
引
用
す
る
國
律
の
條
丈
は
主
と
し
て
「
各
國
刑
法
比
照
」
（
明
治
＋
六
年
刊
）
に
櫨
つ
た
。
國
律
補
助
は

　
　
前
掲
「
南
紀
徳
川
史
」
一
〇
五
〇
頁
以
下
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
引
用
は
そ
れ
に
糠
る
。

（
3
）
　
第
一
の
類
型
に
属
す
る
代
表
法
典
は
盛
岡
藩
丈
化
律
、
第
二
の
類
型
の
そ
れ
は
熊
本
藩
刑
法
草
書
で
あ
る
。

（
4
）
　
「
法
規
分
類
大
全
」
刑
法
門
刑
律
◎
一
四
頁
、
一
一
五
．
亘
ー
一
コ
ハ
頁
。

（
5
）
　
徒
刑
制
度
を
有
し
た
藩
及
び
そ
の
状
況
に
つ
い
て
は
金
田
準
一
郎
稿
「
近
世
懲
役
刑
小
考
」
九
大
＋
週
年
論
丈
集
一
一
九
頁
以
下
、
刑
務
協
會
編
「
日
本
近

　
　
世
行
刑
史
稿
」
上
谷
七
六
三
頁
i
七
七
六
頁
、
九
八
七
頁
ー
一
〇
〇
四
頁
等
滲
照
。

（
6
）
　
明
治
六
年
六
月
二
＋
四
日
太
政
官
布
告
第
二
二
二
號
に
よ
る
と
、
藷
布
告
の
利
歌
山
縣
へ
の
到
蓮
期
間
は
九
臼
悶
で
あ
る
（
「
現
行
民
法
成
丈
律
類
纂
」
上
巻

　
　
九
頁
）
。
明
治
元
年
當
時
も
大
畿
同
様
と
考
え
ら
れ
る
。

（
7
）
　
堀
内
信
編
「
晦
結
浴
言
」
第
四
珊
。
こ
れ
は
最
後
の
藩
主
徳
川
茂
承
の
傳
記
に
て
、
明
治
四
＋
年
出
版
の
和
装
ご
冊
本
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
見
る
機
曾
を
得

　
　
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
慶
大
圓
歪
日
館
藏
㎜
の
原
稿
篇
本
に
捺
る
。

（
8
）
　
前
掲
「
南
紀
徳
川
史
」
｝
一
〇
五
頁
ー
一
一
〇
七
頁
。

（
9
）
前
掲
書
一
、
〇
四
二
頁
。

（
10
）
「
和
歌
山
縣
誌
」
上
巻
五
五
三
頁
。

（
1
1
）
　
こ
の
記
蓮
は
本
丈
に
引
用
し
た
「
南
紀
徳
川
史
」
の
説
明
を
、
そ
の
よ
う
に
解
縄
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
．
の
で
、
信
用
し
が
た
い
。
な
お
前
榴

　
　
「
日
本
近
世
行
刑
史
稿
」
下
雀
附
録
の
年
表
は
、
縣
誌
の
記
事
に
も
と
づ
き
「
徒
刑
取
扱
定
則
」
の
制
定
を
二
年
四
月
の
條
に
入
れ
て
い
る
（
附
表
四
頁
）
。

　
　
ま
た
「
徒
刑
取
扱
定
則
」
と
「
徒
刑
之
法
」
の
い
ず
れ
が
正
し
い
名
稽
で
あ
つ
た
か
凋
断
し
え
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
全
て
「
南
紀
徳
川
史
」
に
し
た
が
い
「
徒

　
　
刑
之
法
」
と
呼
ぶ
、
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
明
治
初
年
の
．
和
歌
山
藩
刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
（
“
三
六
）



（
12
）

（
13
）

　
明
治
初
年
の
和
歌
山
藩
刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
　
（
一
三
七
）

　
本
丈
に
引
用
し
た
ご
と
く
「
南
紀
徳
川
史
」
は
「
徒
刑
之
法
」
制
定
常
時
の
刑
法
局
知
局
事
を
井
田
岩
次
郎
と
し
て
い
る
。
井
田
は
二
年
六
月
版
籍
奉
還
に

俘
う
第
二
回
の
藩
制
改
革
で
和
歌
山
藩
少
参
事
に
任
ぜ
ら
れ
「
刑
法
局
ジ
ア
可
勤
」
と
な
つ
て
い
る
が
（
＋
一
月
八
日
附
）
、
そ
の
際
小
出
泉
が
同
藩
椹
大
滲
事

に
任
ぜ
ら
れ
同
じ
く
「
刑
法
局
ニ
テ
可
勤
」
と
な
つ
た
。
こ
の
時
の
人
事
異
動
は
從
來
の
各
局
の
知
局
事
の
一
部
を
樺
大
滲
事
に
、
知
局
事
の
残
り
と
剣
局
事

を
少
滲
事
に
任
じ
た
よ
う
で
あ
る
（
前
禍
「
晦
結
溢
言
」
第
四
冊
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
の
刑
法
厨
に
は
知
局
事
と
し
て
小
出
泉
が
あ

り
、
井
田
は
判
局
事
で
あ
つ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
そ
の
貼
、
疑
を
残
し
て
お
く
。

　
前
掲
「
南
紀
徳
川
史
一
一
一
〇
六
頁
。

三

　
和
歌
山
藩
刑
法
で
あ
る
國
律
及
ぴ
國
律
補
助
が
、
明
律
の
構
成
に
倣
つ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
前
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
し
か
し
律
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
〇
卜
o
O
）

刑
法
の
一
特
色
で
あ
る
徒
刑
の
制
は
採
用
し
て
い
な
い
。
文
政
十
二
年
頃
、
時
の
勘
定
奉
行
松
雫
六
郎
右
衛
門
は
、
し
ば
し
ぱ
徒
刑
の
探
用
を
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

議
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
途
に
實
現
し
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
同
藩
に
は
牢
舎
刑
と
呼
ば
れ
る
刑
罰
は
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
は
國

律
の
刑
名
に
は
見
當
ら
な
い
が
、
盗
賊
律
に
は
女
の
よ
う
な
條
文
が
あ
る
。

　
　
一
　
御
冤
場
ニ
テ
盗
殺
生
致
候
者
ハ
牢
舎
日
敷
廿
日

　
和
歌
山
藩
に
は
古
ぐ
か
ら
藩
主
や
軍
臣
の
遊
猟
地
と
し
て
特
定
の
場
所
が
あ
り
、
こ
の
匿
域
内
で
は
「
御
鷹
餌
指
改
札
」
と
穂
す
る
一
種
の
鑑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

札
な
く
し
て
鳥
類
を
殺
生
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
條
丈
は
そ
の
場
合
の
規
定
で
あ
ろ
う
。
私
の
知
り
え
た
國
律
の
條
丈
に
は
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

れ
以
外
に
牢
舎
刑
を
定
め
た
も
の
は
見
當
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
國
律
に
お
け
る
牢
舎
制
は
一
般
的
な
正
刑
で
は
な
く
、
特
殊
な
場
合
の
刑
罰
で
あ

り
、
そ
れ
が
た
め
名
例
律
の
刑
名
に
洩
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
國
律
補
助
に
も
攻
の
よ
う
な
定
が
猷
ら
れ
る
。

　
　
　
寛
政
七
卯
年
極

　
一
　
博
変
致
候
御
扶
持
人
之
外

　
　
　
　
頭
取
致
博
変
　
　
牢
奢
百
五
十
日

　
　
　
　
或
ハ
宿
致
候
者



　
（
中
略
）

　
　
右
之
外
致
博
変
候
者
牢
舎
百
日

　
寛
政
八
辰
三
月
．
張
紙
に

　
一
　
下
人
致
博
変
牢
舎
申
付
候
節
其
主
人
五
人
組
同
檬
答
申
付
る

　
國
律
の
雑
犯
律
の
博
突
の
條
に
は
、
「
博
突
致
タ
シ
候
者
誉
振
寛
政
七
年
卯
年
定
り
之
趣
同
年
ノ
別
帳
振
紙
　
悉
ク
出
ッ
」
と
あ
る
か
ら
、
國

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胆

律
制
定
後
も
博
突
罪
に
つ
い
て
は
こ
の
定
を
特
別
法
と
し
て
そ
の
ま
N
踏
襲
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
當
時
の
犯
罪
と
し
て
比
較
的
多
か
つ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
博
突
犯
に
牢
舎
刑
を
探
れ
ば
、
た
と
え
國
律
の
他
の
條
文
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
そ
れ
を
用
い
な
い
と
し
て
も
、
牢
舎
制
の

受
刑
者
は
か
な
り
の
員
藪
で
あ
つ
た
に
蓮
い
な
い
。
そ
の
性
質
に
つ
い
て
は
前
に
述
べ
た
松
手
奉
行
の
「
徒
刑
策
」
に
「
過
怠
牢
舎
と
申
儀
も
一

旦
は
恥
辱
を
與
え
懲
し
め
候
道
理
に
御
座
候
得
共
却
て
牢
中
に
て
悪
き
風
俗
を
見
脅
其
上
百
日
百
五
十
日
徒
ら
に
日
を
暮
せ
扶
持
方
諸
入
用
は
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

元
よ
り
賄
せ
候
に
付
云
女
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
牢
舎
刑
は
「
過
怠
牢
舎
」
と
も
呼
ば
れ
、
大
龍
百
五
十
日
未
滞
の
費
用
自
辮
の
短
期
蘂
鋼
刑

で
あ
つ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
よ
う
な
牢
舎
刑
は
、
一
定
の
場
所
に
拘
禁
し
自
由
を
剥
奪
す
る
と
い
う
形
式
に
お
い
て
は
徒
刑
に
類
似
す
る

も
、
刑
期
の
長
短
、
勢
役
の
有
無
等
の
鮎
に
お
い
て
徒
刑
と
は
著
し
い
相
異
が
み
ら
れ
る
。
■
さ
れ
ば
「
徒
刑
之
法
」
の
施
行
は
、
前
述
「
南
紀
徳

川
史
」
の
い
う
ご
と
く
「
寳
に
國
初
已
來
の
新
法
」
で
あ
つ
た
。

　
次
に
「
徒
刑
之
法
」
の
内
容
を
検
討
し
よ
う
。
そ
れ
は
溜
り
場
之
事
ニ
カ
條
、
病
院
之
事
一
力
條
、
食
制
之
事
三
力
條
、
服
制
等
之
事
四
力
條
、
（

徒
役
之
事
四
力
條
、
休
役
日
之
事
一
力
條
、
働
賃
鐘
見
積
之
事
ニ
カ
條
、
取
締
並
番
人
之
事
ニ
カ
條
、
徒
役
之
者
取
締
方
心
得
之
事
五
力
條
、
勤

方
心
得
之
事
六
力
條
、
合
計
拾
項
三
十
力
條
目
か
ら
成
つ
て
い
る
。

　
剛
　
徒
刑
の
年
限

「
徒
刑
之
法
」
に
は
刑
期
の
種
類
を
正
面
か
ら
規
定
す
る
條
項
は
な
い
が
、
「
服
制
等
之
事
」
に
「
徒
刑
五
等
法
服
印
」
と
し
て
衣
服
の
背
に
付
け

る
印
を
一
年
、
一
年
牛
、
二
年
、
二
年
牛
、
三
年
の
五
種
に
分
け
て
い
る
か
ら
、
原
則
と
し
て
こ
の
五
段
階
を
豫
定
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　
　
　
明
治
初
年
の
和
歌
山
藩
刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
　
（
一
三
八
）



　
　
　
明
治
初
年
の
和
歌
山
藩
刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
　
　
（
一
三
九
）

こ
の
よ
う
な
徒
刑
五
等
法
は
唐
、
明
律
及
び
そ
の
影
響
下
に
立
つ
わ
が
古
律
、
熊
本
藩
刑
法
草
書
、
さ
ら
に
明
治
新
政
府
の
假
刑
律
に
像
承
さ
れ

て
い
る
。
前
揚
新
政
府
達
は
「
徒
刑
ハ
土
地
ノ
便
宜
ニ
ョ
リ
各
制
ヲ
可
立
事
」
と
い
い
な
が
ら
も
、
刑
期
に
つ
い
て
は
一
，
年
、
一
年
牛
、
二
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

三
段
階
を
一
悠
の
標
準
と
し
て
示
し
て
い
た
が
、
翌
二
年
二
月
の
刑
法
官
定
を
以
て
律
の
原
則
で
あ
る
徒
刑
五
等
法
を
採
用
し
た
。
「
徒
刑
之
法
」

は
そ
れ
に
從
つ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
「
徒
役
之
事
」
に
は
「
永
徒
役
之
者
は
云
々
」
と
あ
る
か
ら
五
等
法
以
外
に
終
身
徒
刑
も
探
用
さ
れ

あ
で
鷺
．
國
律
に
は
「
慰
ニ
テ
今
撃
響
籍
」
（
徽
命
）
「
諸
士
馨
イ
多
金
銀
藤
且
無
箏
轟
士
・
禾
似
盒
有
之
筋
ハ

需
被
助
篠
」
（
徽
）
と
い
う
條
文
が
あ
り
、
あ
「
籏
」
は
途
ゆ
柔
牢
の
髪
憲
わ
砦
が
、
そ
の
他
に
庶
民
鋳
竃
疲
的

な
絡
身
牢
舎
刑
は
存
在
し
な
か
つ
た
。
徳
川
時
代
の
一
部
の
藩
に
行
わ
れ
た
徒
刑
に
も
、
終
身
刑
の
も
の
は
類
例
が
な
く
、
さ
ら
に
明
治
初
期
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

藩
に
お
け
る
徒
刑
に
も
、
金
澤
藩
の
明
治
三
年
刑
典
に
お
け
る
生
涯
徒
刑
を
の
ぞ
い
て
は
、
他
に
そ
の
よ
う
な
も
の
は
見
當
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

明
治
政
府
も
絡
身
徒
刑
を
採
用
し
た
の
は
明
治
五
年
か
ら
で
あ
る
。
從
つ
て
和
歌
山
藩
に
お
け
る
永
徒
刑
は
、
こ
の
種
刑
罰
の
嗜
矢
で
あ
る
と
み

て
よ
か
ろ
う
。

　
二
　
徒
刑
場
と
設
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

　
徒
刑
場
は
刑
法
局
の
み
な
ら
す
各
郡
の
民
政
局
に
も
置
か
れ
た
。
「
大
膿
十
入
程
つ
N
一
所
に
差
置
家
作
等
も
随
分
暑
氣
を
凌
ぎ
候
様
に
取
建

敷
地
に
は
天
に
付
ξ
隻
枚
？
造
し
響
畢
」
（
欝
場
Y
あ
る
か
ら
、
＋
人
程
震
容
の
小
屋
雰
置
し
あ
君
2
・
「
敷
地
に

は
云
汝
」
と
あ
る
の
は
、
部
屋
内
に
畳
を
用
い
す
、
こ
も
俵
を
敷
く
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
江
戸
傳
馬
町
獄
舎
に
お
い
て
は
、
享
保
時
代
は
莚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

敷
で
あ
つ
た
が
、
幕
末
に
は
百
姓
牢
に
も
盤
が
使
用
さ
れ
て
瀞
た
。
し
か
し
、
石
川
島
寄
場
で
は
世
話
役
以
外
は
寝
子
駄
を
用
い
た
。
各
藩
の
牢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
13
）

舎
も
武
士
を
拘
禁
す
る
揚
屋
を
除
い
て
は
、
畳
を
敷
か
な
い
の
が
普
通
で
あ
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
相
馬
藩
、
耶
藩
の
牢
舎
ま
た
は
新
獲
田

　
　
　
　
（
1
4
）

藩
の
徒
刑
牢
舎
も
莚
を
用
い
て
い
る
。
お
そ
ら
く
和
歌
山
藩
の
牢
舎
も
從
來
か
ら
愚
を
用
い
す
、
徒
刑
場
も
そ
の
例
に
從
つ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。



そ
の
ぼ
か
の
徒
刑
場
の
詳
し
い
構
造
は
遺
憾
な
が
ら
知
り
得
な
い
ゆ

　
三
　
作
業
と
賞
與
金

　
作
業
は
原
則
と
し
て
男
子
に
は
外
役
が
課
せ
ら
れ
た
。
そ
の
仕
事
は
「
本
府
に
て
は
道
路
直
し
水
道
さ
ら
へ
其
外
臨
時
之
用
に
可
充
諸
郡
に
も

同
様
堤
並
池
普
請
又
は
川
さ
ら
へ
等
」
で
あ
つ
た
。
雨
天
の
日
は
、
構
内
に
設
け
ら
れ
た
小
屋
で
「
縄
な
い
米
掲
」
を
行
わ
せ
た
。
女
子
は
外
役

に
出
す
「
糸
引
綿
く
り
布
織
叉
は
罪
人
共
之
衣
服
洗
濯
」
を
業
と
し
た
。
ま
た
永
徒
刑
之
者
は
「
獄
内
室
地
に
て
紙
漉
の
職
」
に
從
事
し
、
「
牢
内

出
し
難
き
者
」
は
「
車
仕
掛
に
て
米
鵜
」
を
行
つ
た
（
馨
環
川
時
代
の
藩
の
徒
曜
鰹
簾
て
外
筆
と
す
る
も
の
酸
い
．
例
え

ば
有
名
な
熊
本
藩
徒
刑
も
開
墾
、
溝
俊
、
道
路
修
理
等
で
あ
り
、
米
澤
藩
で
行
つ
た
徒
罪
、
水
戸
藩
、
小
倉
藩
及
び
中
津
藩
の
徒
刑
も
ぼ
ぼ
同
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

で
あ
る
。
幕
府
に
お
い
て
も
、
幕
末
に
は
寄
場
人
足
を
使
用
し
て
盤
に
土
木
事
業
を
行
つ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
明
治
初
期
に
も
及
び
、
新
政
府

の
假
刑
律
の
徒
刑
作
業
も
「
溝
璽
曜
繕
」
（
遜
で
あ
つ
た
。
當
時
逐
次
騰
さ
れ
つ
つ
あ
つ
礁
縣
の
徒
裂
そ
れ
に
倣
つ
た
も
の

が
多
い
。
例
え
ば
神
奈
川
府
（
元
年
六
月
）
、
堺
縣
（
元
年
六
月
）
、
大
阪
府
（
元
年
＋
月
）
、
京
都
府
（
二
年
三
月
）
の
徒
刑
作
業
は
い
す
れ
も
土
木
を
主

と
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
多
く
と
地
理
的
に
も
近
い
和
歌
山
藩
で
は
、
そ
の
先
例
を
追
つ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

管
の
行
凄
、
六
挙
時
柴
（
需
産
（
響
輪
）
、
五
ツ
謄
八
時
）
外
役
へ
墨
し
、
夕
七
ツ
咳
養
鰹
飯
鋳
場
へ
磐

姦
離
藪
締
）
。
あ
嵩
鯖
笑
鰹
夜
て
霧
の
製
高
様
器
る
．

　
休
役
日
は
「
今
上
御
降
誕
」
「
神
武
、
仁
孝
、
孝
明
三
帝
之
御
忌
」
「
國
君
之
御
誕
辰
」
「
烈
租
之
御
祭
禮
」
「
瀧
祀
御
祥
忌
日
」
「
先
君
之
御
祥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
　
く

忌
且
の
八
県
規
定
読
て
碧
（
鍛
日
V
．
こ
墾
沓
覆
裡
存
歪
月
七
晶
書
む
三
＋
合
、
蕎
の
霧
に
存
る
肯

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
　
・

三
日
間
を
含
む
二
十
三
日
に
比
較
す
れ
ば
、
は
る
か
に
少
く
な
い
。

　
賞
與
金
に
つ
い
て
は
「
働
賃
鐘
見
積
之
事
」
に
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

　
　
　
明
治
初
年
の
和
歌
山
蕪
刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
　
（
一
四
〇
）



　
　
明
治
初
年
の
酸
塞
刑
法
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
三
（
西
剛
）

一
実
に
錘
ハ
難
拾
嬰
畢
百
働
料
畠
百
難
遷
継
欝
暴

一
実
将
爵
百
七
拾
長
婦
人
百
働
料
品
遷
噛
敷
灘
灘
融

　
右
銭
は
預
り
置
宥
免
之
節
不
幾
下
け
遣
し
可
申
病
氣
に
て
休
役
候
は
』
期
限
を
可
延
事

　
　
但
精
不
精
之
品
に
寄
勿
論
差
引
も
可
付
事

前
に
述
べ
た
堺
縣
徒
刑
に
お
い
て
は
、
賞
與
金
一
日
百
文
で
あ
つ
た
こ
と
に
比
較
す
れ
ば
、
四
十
八
丈
は
か
な
り
低
額
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

四
　
給
養
、
そ
の
他
の
盧
遇

給
與
に
3
て
簑
の
よ
う
窺
害
墾
碧
（
蒲
）
．

一
男
子
之
轟
米
替
呈
谷
男
鋸
筆
但
巌
馨
マ

　
　
　
朝
　
　
握
め
し
　
　
汁
二
碗
　
　
香
の
物
目
方
八
匁
程

　
　
　
甕
　
　
握
め
し
　
　
梅
肉
　
　
　
目
方
二
匁
程

　
　
　
タ
　
　
　
め
し
　
　
　
の
　
　
　
ヨ
　
　
　
　

一
婦
人
之
轟
米
替
曼
量
謬
蟻
但
蕨
士
審
三
課
マ

　
　
　
　
　
　
ヂ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
あ
ロ

　
幕
府
の
寄
場
の
給
與
は
、
勢
働
の
種
類
に
癒
じ
米
姿
五
－
八
合
で
あ
り
、
寄
場
が
明
治
政
府
に
引
縫
が
れ
丸
嘗
初
も
同
じ
で
あ
つ
た
。
新
獲
田

藩
徒
刑
及
び
堺
縣
徒
刑
の
ご
と
く
稟
の
み
五
合
と
い
う
場
合
も
あ
る
が
、
水
戸
藩
徒
響
粟
四
合
変
一
一
A
．
で
あ
躍
．
米
鏡
炊
並
に
鮪

定
量
に
つ
い
て
は
・
毒
に
汝
て
沓
楚
び
寄
場
の
制
撮
つ
砦
の
需
倉
・
雍
、
休
役
日
の
特
饗
（
裟
日
）
制
度
も
寄
場
の
制

に
準
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
内
容
は
明
ら
か
で
な
い
。

甕
の
場
倉
「
病
院
葵
替
」
（
聾
「
男
子
は
稟
四
合
峯
釜
合
つ
身
被
下
」
「
朝
畠
粥
香
之
物
」
（
鐘
籍
し
た
。



「
病
院
」
と
い
う
の
は
徒
刑
所
内
の
病
室
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
水
戸
藩
に
み
ら
れ
る
重
病
人
執
行
停
止
の
庭
置
に
關
す
る
規
定
は
存
在
し
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ツ
ピ

　
衣
服
は
「
男
女
共
寒
暑
に
慮
し
一
枚
つ
X
」
支
給
さ
れ
、
外
役
の
際
に
は
澁
染
袖
無
し
の
法
衣
を
着
用
し
た
。
そ
の
法
衣
の
背
に
、
年
限
に
感

じ
て
圖
案
の
異
な
る
徒
刑
0
字
が
書
か
れ
て
い
る
こ
ど
は
前
に
も
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
首
に
は
鐵
製
朱
塗
（
紀
藩
徒
刑
人
の
丈
宇
あ
り
）
の
頸
輪

を
ば
め
、
男
は
，
「
眉
毛
を
そ
り
落
し
髪
は
根
元
わ
ら
に
で
ぐ
く
り
三
つ
組
に
い
た
し
」
女
は
「
根
元
際
よ
り
切
捨
わ
ら
に
て
束
」
ね
、
腰
に
は
佳

所
、
名
蓼
記
髭
「
腰
札
」
角
晃
（
翻
尊
）
．
外
役
に
際
し
、
逃
亡
防
止
の
慈
徒
刑
人
に
特
裂
嬰
鶏
芝
の
衆
余
貞
壁

し
て
異
様
な
容
貌
を
強
制
し
、
ま
た
は
戒
具
を
附
す
る
こ
と
は
、
徳
川
時
伶
の
多
く
の
徒
刑
或
い
は
寄
場
に
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
例
え
ば
熊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
27
）
　
　
ト

本
藩
徒
刑
で
は
「
眉
を
剃
り
前
髪
を
立
て
」
「
紺
色
の
上
衣
に
て
」
「
誰
見
て
も
知
れ
る
や
う
に
仕
置
」
、
新
饗
田
藩
徒
刑
は
柿
染
法
被
で
片
髪
を
剃

（
2
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
29
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
30
）

り
、
秋
田
藩
の
寄
場
（
徳
川
末
期
）
で
は
淺
黄
の
は
ん
て
ん
に
手
錠
を
施
し
、
長
岡
藩
の
寄
場
（
慶
塞
犀
）
で
は
蒲
色
の
衣
服
で
髪
を
五
分
刈
に
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

徳
島
藩
徒
刑
も
髪
を
剃
つ
て
い
た
模
様
で
あ
る
。
七
か
し
、
幕
府
の
寄
場
で
は
柿
色
水
玉
の
衣
服
は
用
い
た
が
、
頭
髪
眉
毛
は
一
般
人
と
同
じ
で

　
　
（
3
2
）

あ
つ
た
。
寄
場
の
影
響
を
う
け
た
水
戸
藩
徒
刑
も
背
に
ト
の
字
を
附
し
た
柿
色
牛
被
を
使
用
し
た
だ
け
で
あ
る
。
刑
期
五
十
日
以
内
と
、
百
日
以
上

と
で
ト
の
字
の
圖
案
が
異
な
つ
て
い
る
。
明
治
維
新
筏
、
大
阪
府
の
徒
刑
（
元
年
＋
月
）
杖
室
色
の
法
被
（
背
に
徒
の
字
あ
り
）
に
鐵
製
首
輪
を
用
い
、

堺
縣
徒
刑
（
二
年
二
月
）
は
柿
色
法
被
（
背
三
ヵ
所
に
徒
の
字
あ
り
）
に
同
し
く
鐵
製
首
輪
（
縣
名
あ
り
）
を
用
い
る
の
み
な
ら
す
眉
毛
を
剃
り
落
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

京
都
府
徒
刑
（
二
些
二
月
）
も
白
色
法
被
（
と
け
い
人
の
交
字
あ
り
）
で
右
眉
毛
を
剃
つ
て
い
る
。
，
眉
毛
ま
た
は
髪
の
剃
落
或
い
は
首
輪
の
使
用
は
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ナ
ギ

の
後
開
始
さ
れ
た
多
く
の
地
方
の
徒
刑
に
傳
え
ら
れ
て
い
る
が
、
特
に
首
輪
は
わ
が
王
朝
時
代
の
徒
刑
に
お
け
る
鉄
、
盤
枷
を
想
起
し
て
使
用
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
妙
、
，
こ
と
に
現
わ
れ
て
い
る
行
刑
に
お
け
る
「
復
古
思
想
」
を
見
の
が
し
て
は
な
ら
だ
い
。
惑
れ
ぱ
和
歌
山
藩

徒
刑
は
、
服
制
に
つ
い
て
は
水
戸
藩
徒
刑
を
、
眉
毛
及
び
首
輪
に
つ
い
て
は
大
阪
府
、
堺
縣
の
制
を
模
倣
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

盗
餐
の
使
捏
「
甕
之
様
子
に
寄
候
て
は
蒲
團
美
誉
可
畢
」
（
聾
と
あ
嘉
ら
、
一
盤
は
許
し
て
は
違
か
つ
砦
思
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

れ
る
。
幕
府
の
牢
舎
で
ぱ
差
入
れ
は
許
し
た
が
官
給
せ
す
、
寄
場
で
は
柿
色
五
布
蒲
團
を
三
人
に
一
枚
の
割
で
貸
與
し
た
。
明
治
政
府
へ
移
管
後

　
　
　
朋
始
初
年
の
和
歌
餌
藩
刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ニ
　
（
｝
四
二
）



　
　
　
明
治
初
年
の
和
歌
山
藩
刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇
四
　
　
（
一
四
三
）

　
　
　
　
　
　
（
翫
）

も
同
様
で
あ
つ
た
。
い
か
に
氣
候
温
暖
な
和
歌
山
地
方
と
難
、
寝
具
を
認
め
な
い
こ
と
は
徒
刑
人
を
冷
遇
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
面
禽
、

入
農
「
難
且
響
」
の
場
合
に
至
罪
し
て
壌
い
（
嬬
舞
離
辮
）
．

差

五
教
化
と
糧
放

「
勘
善
懲
悪
の
た
め
」
徒
刑
場
内
に
「
忠
臣
孝
子
を
褒
賞
す
る
の
圖
」
「
家
族
親
睦
之
圖
」
「
礫
刑
斬
首
棄
首
等
之
圖
」
を
掲
示
し
「
月
女
三
度
」

次
の
釜
を
讃
み
票
芝
規
馨
あ
書
（
灘
場
）
．

　
一
　
其
方
共
是
迄
風
ζ
心
得
違
よ
り
段
々
悪
事
も
か
さ
な
り
　
上
の
御
苦
螢
を
か
け
け
ふ
に
な
り
て
は
定
め
し
後
悔
い
た
し
を
る
へ
く
と
察
す
る
な
り
此
の
ち
と
て

　
も
あ
し
き
事
い
た
せ
は
此
糟
岡
の
通
り
は
り
つ
け
や
い
ろ
く
な
く
る
し
み
に
あ
ひ
よ
き
事
い
た
せ
け
御
ほ
う
ひ
も
い
た
た
き
又
家
内
も
む
つ
ま
し
く
く
ら
す
檬
に

　
な
る
そ
よ
く
く
心
を
あ
ら
た
め
假
り
に
も
あ
し
き
を
い
た
す
な
徒
刑
中
は
よ
く
つ
と
め
働
き
御
ゆ
為
し
の
上
は
め
い
く
の
仕
事
を
精
出
し
よ
き
町
人
や
百
姓
に

　
な
る
檬
に
心
か
く
へ
し
萬
一
徒
刑
中
逃
出
る
も
の
あ
ら
は
直
に
と
ら
へ
嚴
敷
庭
置
申
付
る
そ
よ
く
く
此
儀
を
　
へ
て
　
上
の
御
慈
悲
を
難
有
か
し
こ
ま
る
へ
き
も

　
の
也雍

、
休
役
日
に
は
「
人
倫
五
常
之
道
驚
可
整
」
（
鍛
日
）
と
さ
れ
て
い
る
．
け
れ
ど
も
、
前
窺
餐
つ
い
て
は
呆
文
鶴
は
取
調

跡
よ
り
可
奉
伺
事
」
後
の
規
定
に
は
「
本
文
追
六
施
行
に
可
及
事
」
と
下
げ
紙
が
付
い
て
い
る
か
ら
、
「
徒
刑
之
法
」
施
行
と
同
時
に
實
施
さ
れ
た

も
の
で
は
な
い
。
そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
規
定
が
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
幕
府
の
寄
場
に
お
い
て
は
、
教
化
に
封
し
て
は
周
到
な
考
慮
が
梯
わ
れ
て
い
る
。
寄
場
の
趣
旨
が
懲
戒
よ
り
む
し
ろ
改
俊
に
お
か
れ
て
い
た

こ
と
を
物
語
る
貼
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
毎
月
三
日
の
休
日
（
一
日
・
＋
五
日
・
二
＋
八
日
）
に
は
心
學
の
學
者
を
招
き
感
化
訓
育
を
委
囑
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

ま
た
夜
曜
身
書
の
同
譜
韻
が
行
わ
れ
た
。
常
陸
人
足
寄
場
（
撒
盤
諜
郷
）
に
転
、
い
て
も
心
學
堂
を
構
内
に
聲
石
川
島
寄
場
の
制
に

準
⑫
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
わ
が
監
獄
教
海
制
度
の
濫
膓
と
な
つ
た
も
の
で
み
つ
た
。
「
徒
刑
之
法
」
の
教
化
に
關
す
る
部
分
が
、
こ
れ
ら
寄
場
の
制

度
を
縫
受
し
た
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。
た
だ
そ
の
具
龍
的
蓮
用
が
明
ら
か
で
“
、
奴
い
の
は
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
。



刑
期
を
準
し
蔭
に
は
「
薯
饒
之
町
年
箋
は
憲
丘
ハ
冨
琶
後
之
儀
得
串
魯
金
預
り
箋
ハ
引
渡
し
這
（
灘
彗
．
幕

　
　
　
（
40
）

府
の
寄
場
及
び
水
戸
藩
徒
刑
に
お
け
る
繹
放
手
績
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
引
取
人
が
な
い
者
に
つ
い
て
の
保
護
施
設
は
、
寄
場
に
お
い
て
は
種
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

の
保
護
團
膿
的
施
設
が
探
ら
れ
て
い
る
が
、
「
徒
刑
之
法
」
に
は
そ
の
場
合
の
規
定
は
見
営
ら
な
い
。

　
六
　
職
員
と
勤
務
規
程

　
徒
刑
場
が
刑
法
局
の
管
轄
に
属
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
職
員
構
成
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。
「
徒
刑
之
法
」
で
は
「
溜
り
場

番
人
」
と
「
徒
役
之
者
取
締
方
」
だ
け
の
「
心
得
之
事
」
は
、
か
な
り
詳
し
く
規
定
し
て
い
る
。
前
者
は
徒
刑
場
勤
務
の
役
人
で
「
西
濱
村
長
吏

手
下
之
者
」
（
い
わ
ゆ
る
非
人
階
級
の
者
で
あ
ろ
う
）
を
以
て
任
じ
、
後
者
は
徒
刑
者
外
役
の
警
備
員
で
さ
刑
法
局
の
「
下
等
捕
亡
手
」
か
ら
選
ば

髭
（
煉
灘
番
）
．
毎
朝
、
徒
刑
の
叢
締
方
は
奮
五
人
づ
つ
徒
刑
蓼
、
溜
り
場
（
徒
刑
場
）
で
番
人
か
ら
引
婆
8
、
，
箋
場
へ
墨

し
、
作
業
中
は
監
督
の
任
に
當
り
、
毎
月
二
同
各
徒
刑
者
の
勤
務
成
績
を
報
告
す
る
責
任
を
負
つ
て
い
た
。
徒
刑
者
が
法
服
、
腰
札
を
紛
失
し
、

庭
鐘
亡
し
蔭
は
巖
科
」
髭
萄
発
（
旅
艘
蕪
締
）
．
溜
蕩
番
人
は
、
鋳
場
の
警
僅
任
じ
蒙
、
徒
刑
者
鋳
し
て
は
「
親

切
」
な
「
行
屈
」
い
た
養
方
、
と
く
に
病
氣
の
者
に
は
「
別
て
い
た
は
り
可
申
」
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
逃
亡
者
が
あ
れ
ば
、
番
人
も
「
入

牢
の
疇
」
に
虚
せ
お
た
（
鍵
欝
撃
な
お
徳
川
時
代
審
の
一
讐
、
あ
軌
明
治
初
期
に
も
一
馨
場
に
み
ら
れ
る
牢
名

主
の
制
度
は
多
く
の
弊
害
を
件
つ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
關
す
る
規
定
が
存
在
し
な
い
か
ら
採
用
し
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
述
べ
た
ご
と
く
「
徒
刑
之
法
」
は
幕
府
の
寄
場
、
水
戸
藩
徒
刑
及
び
隣
接
二
三
の
府
縣
の
制
度
を
縫
受
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た

性
格
の
も
の
が
わ
が
國
近
代
行
刑
史
上
、
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
つ
て
い
る
か
を
吹
に
考
え
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ゐ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

　
そ
も
そ
も
わ
が
國
に
お
い
て
、
近
代
的
自
由
刑
と
し
て
の
懲
役
刑
が
本
格
的
に
採
用
さ
れ
九
の
は
、
明
治
五
年
の
監
獄
則
か
ら
と
み
て
い
い
。

　
　
　
朋
治
初
年
の
利
歌
山
藩
刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
　
（
一
四
四
）



　
　
　
明
治
初
年
の
和
歌
山
藩
刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
　
　
（
一
四
五
」

そ
の
先
縦
は
明
治
元
年
以
來
の
徒
刑
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
に
先
立
つ
も
の
と
し
て
は
徳
川
時
代
に
行
わ
れ
た
二
つ
の
系
統
の
自
由
刑
が
あ
る
。

そ
の
一
つ
は
諸
藩
の
一
部
に
み
ら
れ
る
律
系
統
の
徒
刑
で
あ
り
、
他
は
江
戸
に
お
い
て
始
め
ら
れ
、
後
ち
に
一
部
の
地
方
に
も
傳
播
し
た
寄
場
の

制
度
で
あ
る
。
律
の
徒
刑
は
、
そ
の
刑
罰
艦
系
の
根
幹
で
あ
る
五
刑
（
死
．
流
．
徒
．
杖
．
筈
）
の
一
種
奪
あ
つ
て
、
唐
律
を
繊
受
し
た
大
費
、
養

老
の
律
も
そ
れ
を
探
用
し
て
い
る
。
徳
川
時
代
藩
法
の
徒
刑
に
も
こ
の
系
統
に
島
す
る
も
の
が
あ
り
、
直
接
に
は
明
律
の
影
響
を
う
け
た
も
の
が

多
い
。
こ
の
よ
う
な
徒
刑
は
慈
報
主
義
、
威
嚇
主
義
の
思
想
的
基
盤
に
立
つ
も
の
で
あ
つ
で
、
受
刑
者
の
虚
遇
に
は
懲
戒
主
義
的
傾
向
が
強
く
表

わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
近
世
ヨ
ー
・
ッ
パ
に
稜
蓮
し
た
近
代
的
懲
役
刑
は
、
懲
戒
よ
り
む
し
ろ
改
善
を
志
向
す
る
貼
に
特
色
が
あ
る
。
犯
人

を
隔
離
拘
禁
し
、
一
定
の
彊
制
勢
役
を
課
す
る
外
観
に
お
い
て
は
、
爾
者
共
に
共
通
す
る
も
、
そ
の
思
想
的
基
盤
に
お
け
る
本
質
的
相
異
鮎
を
見

の
が
し
て
は
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
時
代
の
進
歩
に
し
た
が
い
、
徒
刑
の
内
容
も
逐
次
改
善
主
義
へ
と
推
移
し
た
こ
と
は
事
實
で
あ
り
、
例
え
ば

熊
本
藩
徒
刑
の
ご
と
き
は
、
作
業
、
給
養
そ
の
他
の
黙
に
お
い
て
か
な
り
近
代
的
自
由
刑
へ
の
歩
み
寄
り
が
み
ら
れ
る
が
、
後
に
述
べ
る
幕
府
の

寄
場
に
比
較
す
れ
ば
な
お
格
段
の
遜
色
を
冤
れ
な
い
。
所
詮
、
律
の
徒
刑
は
つ
よ
い
懲
戒
主
義
の
覇
絆
を
脆
し
切
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旨
O
O
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇〇
卜
o
O
）

　
幕
府
の
石
川
島
人
足
寄
場
は
寛
政
コ
年
二
月
の
創
設
で
あ
り
、
最
初
は
入
墨
、
敲
に
相
當
す
る
輕
罪
者
と
無
宿
者
を
牧
容
し
た
が
、
文
政
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
44
）

以
降
は
江
戸
梯
以
上
の
百
姓
町
人
も
牧
容
し
た
。
そ
の
後
牧
容
歌
況
に
は
多
少
の
攣
遷
も
あ
る
が
、
幕
末
ま
で
特
殊
な
自
由
刑
執
行
場
と
し
て
つ

づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
寄
場
の
制
度
は
當
時
一
部
の
墨
者
に
よ
つ
て
主
唱
さ
れ
た
徒
刑
論
の
影
響
を
う
け
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
ろ
う

が
、
そ
の
名
樗
に
「
徒
刑
」
を
使
用
し
な
か
つ
た
こ
と
か
ら
も
推
測
さ
れ
得
る
よ
う
に
律
の
徒
刑
の
域
を
脆
し
、
は
る
か
に
近
代
的
自
由
刑
の
構

　
　
　
　
　
（
45
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
47
）

想
に
迫
つ
て
い
る
。
こ
れ
す
な
わ
ち
、
當
時
勃
興
せ
る
蘭
學
を
通
じ
オ
ラ
ン
ダ
懲
治
場
の
制
度
を
移
入
し
た
と
す
る
疑
問
が
生
す
る
所
以
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

幕
府
は
天
領
の
み
な
ら
す
藩
に
も
、
■
寄
場
設
置
方
を
奨
諭
し
た
。
其
の
結
果
、
一
部
の
地
方
に
は
寄
場
（
例
え
ば
天
保
＋
四
年
大
阪
）
、
徒
刑
場
（
例
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

ば
天
保
九
年
水
戸
藩
）
、
徒
罪
場
（
安
政
年
間
編
岡
藩
）
と
い
う
名
稔
で
、
幕
府
の
寄
場
に
準
す
る
自
由
刑
執
行
場
が
設
け
ら
れ
た
が
、
惜
し
く
も
全
國

的
且
つ
一
般
的
制
度
の
域
ま
で
に
は
至
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

　
明
治
維
新
後
、
新
政
府
が
始
め
て
編
纂
し
た
假
刑
律
は
主
と
し
て
熊
本
藩
刑
法
草
書
を
通
じ
明
律
を
構
受
し
た
も
の
ゆ
え
、
そ
の
徒
刑
も
い
わ

ゆ
る
律
系
統
の
も
の
を
構
想
し
た
こ
と
は
疑
う
鯨
地
が
な
い
。
し
か
し
、
新
政
府
が
直
接
に
支
配
し
得
弛
徒
刑
場
は
、
元
の
石
川
島
寄
場
で
あ
つ

　
（
5
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

匿
た
め
、
そ
こ
に
お
け
る
實
際
的
塵
遇
方
法
は
從
來
の
も
の
が
存
績
し
牝
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
新
政
府
部
内
の
徒
刑
は
、
法
典
そ
の
も
の
の
立

案
者
の
企
圖
を
離
れ
、
寄
場
的
な
自
由
刑
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
前
述
し
た
元
年
十
月
及
十
一
月
の
新
政
府
達
に
お
い
て
は
、
徒
刑
の
内
容
を

明
示
せ
す
「
土
地
の
便
宜
」
に
一
任
し
た
か
ら
、
各
地
方
の
徒
刑
の
内
容
は
種
六
雑
多
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
大
別
す
れ
ば
三
つ
の
類
型
に

分
け
ら
れ
る
。
そ
の
一
は
從
來
か
ら
律
系
統
の
徒
刑
が
あ
つ
た
藩
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
で
糧
績
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
軌
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

二
は
寄
場
的
な
施
設
を
有
し
て
い
た
府
・
縣
・
藩
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
が
徒
刑
場
に
輻
換
さ
れ
た
。
そ
の
三
は
從
來
そ
う
し
た
自
由
刑
的
施
設
を
も

つ
て
い
な
い
地
方
で
あ
る
。
そ
れ
は
敏
的
に
は
も
つ
と
も
多
い
。
こ
こ
で
は
幕
府
の
寄
場
及
他
藩
の
徒
刑
を
見
倣
い
、
更
に
ま
た
當
時
に
お
け
る

復
古
思
想
の
影
響
を
う
け
て
、
遠
く
王
朝
時
代
の
徒
刑
に
範
を
求
め
る
傾
向
が
歴
然
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
前
に
も
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
明
治
初
年
に
お
け
る
各
地
方
の
徒
刑
を
、
こ
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ぱ
、
和
歌
山
藩
が
新
ら
た
に
作
成
し
た
「
徒
刑
之
法
」
に
お
い
て
「
寄
場
的

な
も
の
」
と
「
徒
刑
的
な
も
の
」
と
が
混
在
す
る
理
由
が
お
の
す
か
ら
明
瞭
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ぱ
、
そ
れ
は
明
治
初
期
各
地
方
に
お
け
る

徒
刑
の
も
つ
と
も
多
い
一
類
型
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。

　
最
後
に
「
徒
刑
之
法
」
の
直
接
的
影
響
を
明
ら
か
に
う
け
た
と
思
わ
れ
る
田
邊
藩
徒
刑
に
つ
い
て
附
、
一
、
…
・
し
て
お
き
た
い
。
田
邊
藩
は
明
治
元
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
54
）

登
月
、
和
歌
山
藩
か
ら
分
離
し
奈
藩
藷
欝
矯
石
£
る
．
「
田
邊
滑
革
小
史
」
旨
く
、

　
　
二
年
五
月
二
十
二
日
紀
藩
ヨ
リ
田
邊
出
生
ノ
罪
囚
二
名
ヲ
邊
リ
架
ル
。
是
二
由
テ
初
メ
テ
徒
刑
ノ
法
ヲ
定
ム
。
鰭
色
無
袖
衣
ヲ
着
セ
シ
メ
頭
髪
ヲ
牛
剃
ニ
シ
女
子

　
ハ
藁
ヲ
以
テ
其
ノ
髪
ヲ
編
ム
。
而
シ
テ
從
前
居
村
ヲ
追
ヒ
シ
者
ハ
徒
一
年
、
城
下
ヲ
追
ヒ
シ
者
ハ
一
年
牛
、
田
邊
領
ヲ
追
ヒ
シ
者
ハ
ニ
年
、
十
里
外
追
放
ハ
ニ
年

　
牛
、
二
十
里
外
ハ
三
年
ト
ス
。

　
　
　
（
5
5
）

「
田
．
邊
要
史
」
に
よ
れ
ば
法
被
の
背
に
は
「
徒
刑
」
の
丈
字
が
あ
り
、
そ
の
圏
案
は
刑
期
五
等
別
に
分
か
れ
て
い
る
。
背
印
が
刑
期
別
の
圖
案
に

　
　
　
明
治
初
年
の
和
歌
山
藩
刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
　
（
一
四
六
）



　
　
　
　
明
治
初
年
の
和
歌
山
藩
刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
　
（
一
四
七
）

分
か
れ
て
い
る
の
は
、
徳
川
時
代
及
び
明
治
初
期
を
通
じ
私
の
知
る
限
P
に
お
い
て
、
水
戸
藩
，
和
歌
山
藩
、
田
邊
藩
の
み
で
あ
る
。
田
邊
藩
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
萬
五
千
石
係

同
時
に
和
歌
山
藩
か
ら
凋
立
し
た
新
宮
藩
水
野
大
炊
頭
　
の
徒
刑
制
度
も
ま
た
「
徒
刑
之
法
」
を
模
倣
し
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
が
、
・
私
は
残
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

な
が
ら
そ
れ
に
就
い
て
は
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
識
者
の
御
教
示
を
期
待
し
た
い
。

（（21）’）

（
3
）

（（54
））

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
n
）

（
1
2
）

（
13
）

　
前
掲
「
南
紀
徳
川
史
」
一
一
〇
〇
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
9
q
）

　
「
紀
州
丈
献
日
高
近
世
資
料
」
考
説
七
九
二
頁
。
古
く
は
延
實
五
年
＋
月
の
「
紀
藩
御
壁
書
」
に
、
そ
れ
を
嚴
禁
し
た
丈
言
が
み
ら
れ
多
（
井
上
豊
太
郎
編

「
和
歌
肛
法
制
経
濟
資
料
小
叢
」
四
一
頁
。

　
本
丈
で
述
べ
た
松
亭
未
行
の
「
徒
刑
策
」
に
は
「
御
手
山
盗
伐
に
て
是
迄
牢
舎
三
＋
日
申
付
侯
も
の
云
々
」
と
あ
る
（
前
掲
「
南
紀
徳
川
史
ヒ
一
〇
四
頁
）
。

こ
れ
が
國
律
の
條
丈
な
の
か
、
ま
た
は
特
別
の
定
な
の
か
、
置
憾
た
が
ら
私
に
は
知
り
得
な
い
。
後
考
を
待
っ
。

　
前
掲
「
南
紀
徳
川
史
」
　
一
一
〇
二
頁
。

　
幕
府
法
の
過
怠
牢
は
、
女
ま
た
は
＋
五
歳
以
下
の
子
供
が
敲
に
該
る
と
き
、
三
＋
日
ー
百
日
ま
で
拘
禁
す
る
一
種
の
換
刑
虎
分
で
あ
る
。
從
っ
て
名
稻
は
同

じ
で
も
性
質
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
元
線
＋
一
年
の
定
に
よ
る
と
、
牢
舎
刑
の
場
合
、
常
人
ま
た
は
組
村
よ
り
諸
入
費
を
差
出
す
の
み
な
ら
ず
、
牢
番
人
の
賄
費
も
受
刑
者
一
同
で
分
捲
し
た

（
「
和
歌
山
縣
誌
」
上
巻
五
四
五
頁
）
。

　
「
法
規
分
類
大
杢
」
刑
法
門
刑
律
e
一
ニ
ハ
頁
。

　
小
早
川
前
掲
「
明
治
法
制
叢
考
」
二
七
九
頁
ー
二
八
○
頁
。

　
新
律
綱
領
は
初
め
絡
身
徒
刑
を
規
定
し
て
い
な
か
つ
た
が
、
明
治
四
年
＋
二
刀
二
＋
六
日
司
法
省
は
「
流
ヨ
リ
重
ク
シ
テ
絞
二
入
レ
難
キ
モ
ノ
ア
リ
・
・
．
・
．
・
依

テ
三
流
ノ
上
二
新
二
終
身
苦
役
ノ
幅
刑
ヲ
設
ケ
ラ
レ
候
様
云
々
」
と
伺
い
出
で
、
た
院
も
五
年
一
月
二
＋
七
日
議
案
で
「
終
身
苦
役
ノ
一
律
被
粗
設
候
儀
ハ
至

慰
ノ
事
昌
存
候
」
と
了
承
し
、
太
政
官
が
三
月
二
＋
日
「
伺
之
麺
」
と
指
令
し
た
の
で
ハ
前
掲
「
法
規
分
類
大
杢
」
刑
法
門
刑
律
O
一
九
九
頁
i
二
〇
〇
頁
）
、

は
じ
め
て
終
身
徒
刑
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
前
掲
「
南
紀
徳
川
史
」
一
〇
四
二
頁
。

　
前
禍
「
日
本
近
世
行
刑
史
稿
」
上
巻
ニ
ニ
五
買
。

　
前
掲
書
九
一
三
頁
。

　
前
掲
書
ニ
ニ
七
頁
。



（
琶
）

（
1
5
）

（
16
）

（
17
）

（
1
8
）

（
1
9
）

（
20
）

（
2
1
）

（
2
2
）

（
鴉
）

（
24
）

（
2
5
）

（
2
6
）

（
27
）

（
器
）

（
2
9
）

（
3
0
）

（
3
1
）

免
）

（
33
）

護
＋
章
「
新
器
義
窺
茱
・
」
壕
る
（
「
北
藤
壷
」
筆
歪
・
責
以
下
）
。
以
下
、
同
捷
裂
學
る
記
稜
こ
れ
摂
る
．

罪
蕃
「
撲
箒
盲
森
嚢
葦
五
隻
・
九
頁
、
小
山
松
嘉
「
誌
暴
牙
懲
馨
誰
」
霧
協
嘉
．
「
行
刑
黎
」
茜
責
．

「
鷹
山
公
世
紀
」
四
七
九
頁
。

沓
覆
型
3
て
は
「
沓
董
料
」
別
墾
巻
五
九
九
葺
歪
詳
し
い
．
以
下
、
同
蓉
刑
に
關
す
る
記
述
纂
て
こ
れ
振
る
．

　
金
田
前
禍
論
丈
、
九
大
十
周
年
論
丈
集
一
五
一
頁
、
一
五
三
頁
。

前
掲
「
日
本
近
世
行
刑
史
稿
」
下
巻
一
〇
八
八
頁
。

「
横
濱
開
港
五
＋
年
史
」
下
巷
一
九
二
頁
。

　
内
務
省
瞥
保
局
編
「
鹿
府
縣
警
察
浩
革
史
」
（
昭
利
二
年
）
其
三
、
二
二
八
頁
、
二
四
五
頁
。
以
下
、
大
阪
府
及
堺
縣
徒
刑
に
關
す
る
記
述
は
奈
て
こ
れ
に
振

る
o　

前
禍
「
日
本
近
世
行
刑
史
稿
」
下
巻
一
〇
八
八
頁
。

　
國
君
は
最
後
の
藩
主
徳
川
茂
承
、
龍
艇
は
初
代
藩
主
頼
宣
、
先
君
は
藩
主
よ
り
將
軍
と
な
つ
た
慶
輻
（
後
ち
の
家
茂
）
で
あ
る
。
ま
た
「
烈
祖
之
御
祭
禮
」

と
い
う
の
は
、
和
歌
山
束
照
宮
最
大
の
祭
日
四
月
＋
七
日
で
あ
る
（
「
和
歌
山
史
要
」
二
六
三
頁
）
。

　
前
禍
「
日
本
近
世
行
刑
史
稿
」
上
谷
八
九
八
頁
。

　
前
掲
書
九
＝
嚇
頁
、
『
九
二
〇
頁
。

　
前
掲
書
九
一
三
頁
。

　
前
禍
経
濟
叢
書
十
五
巻
五
〇
九
頁
。

「
徒
罪
規
定
書
」
に
は
、
そ
れ
に
關
す
る
規
定
は
な
途
、
新
獲
田
藩
新
律
に
「
徒
罪
ノ
渚
片
曇
剃
リ
落
シ
候
事
、
但
皐
限
中
舞
瓢
勤
最
呈
三
ヶ
月
．
一

テ
御
免
染
時
節
こ
和
成
候
ハ
・
曇
タ
テ
サ
セ
可
申
候
」
と
あ
る
（
「
各
國
刑
法
比
照
」
一
雀
一
九
二
頁
）
。

　
「
秋
m
縣
史
」
第
四
冊
五
二
四
頁
。

　
コ
長
岡
市
史
」
二
五
四
頁
。

　
金
田
前
偶
論
文
Y
九
大
十
週
年
論
丈
集
一
五
二
頁
。

　
寛
政
年
度
は
へ
片
曇
剃
落
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
男
女
共
に
頭
髪
眉
毛
は
一
般
人
と
同
じ
で
あ
つ
た
。
天
保
＋
四
年
御
日
付
柳
原
、
王
計
頭
は
、
男
の
片
贋

毛
剃
落
し
、
女
の
切
禿
を
提
案
し
た
が
、
町
未
行
阿
部
遠
江
守
の
反
封
で
實
現
し
な
か
つ
た
（
前
掲
．
「
近
世
行
刑
史
稿
」
上
谷
九
ニ
ニ
頁
－
九
一
六
頁
）
。

　
前
掲
書
下
巷
三
七
〇
頁
。

　
明
治
初
年
の
和
歌
山
藩
刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
U
九
　
　
（
一
四
八
）



（
3
4
）

（（（（（（（（42　41　40　39　38　37　36　35

））））））））

（
4
3
）

（
4
4
）

（
4
5
）

（
4
6
）

（
壇
）

（
4
8
）

（
4
9
）

　
明
治
初
年
の
和
歌
山
藩
刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
　
（
一
四
九
）

　
二
怨
万
の
伊
那
縣
（
眉
、
髪
）
、
二
年
一
万
の
長
崎
狩
（
雨
曇
）
、
二
年
三
月
の
鳥
取
藩
（
鯉
賓
、
首
輪
）
、
一
皐
五
海
の
襯
津
縣
（
爾
髪
、
片
眉
、
首
輪
）
、

三
年
八
月
の
岩
鼻
縣
（
片
曇
、
左
眉
）
、
、
三
年
二
刀
の
金
澤
藩
（
片
曇
、
片
眉
、
首
輪
）
、
三
年
七
月
の
名
束
縣
（
首
輪
）
、
三
年
十
二
月
の
瀕
島
縣
（
双
眉
、
首

輪
）
、
五
年
二
月
の
埼
王
縣
（
雨
婁
、
右
眉
毛
）
、
五
年
三
月
の
宇
都
宮
縣
（
腰
環
）
等
の
徒
刑
の
例
が
知
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
杢
國
的
な
傾
胸
で
あ
ろ
う
。

　
前
掲
・
「
日
本
近
世
行
刑
史
稿
」
上
巻
三
五
一
頁
。

　
前
掲
書
九
一
二
買
o

　
前
掲
書
下
巻
九
六
五
頁
。

　
前
掲
書
上
巻
九
五
三
頁
。

　
前
掲
堂
賢
九
八
三
頁
Q

　
前
掲
書
九
五
四
頁
。

　
前
掲
書
九
五
五
頁
。

　
徳
川
時
代
⑳
牢
舎
に
お
け
る
牢
名
主
の
他
囚
に
封
す
る
暴
戻
煙
迫
は
、
は
げ
し
い
も
の
が
あ
つ
た
。
明
治
に
な
つ
て
も
な
お
岩
鼻
縣
（
三
年
八
月
）
、
山
口
縣

（
五
年
五
月
）
の
徒
場
に
は
そ
の
制
度
が
残
つ
て
い
る
。

　
明
治
五
年
「
監
獄
則
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
從
來
の
傅
統
を
重
く
み
る
説
（
例
え
ば
辻
敬
助
稿
「
朋
治
監
獄
年
譜
」
⇔
刑
政
五
〇
巻
五
號
ニ
ニ
頁
）
と
英

法
の
影
響
を
つ
よ
く
み
る
説
（
例
え
ば
正
木
亮
著
「
新
雌
獄
摯
」
　
一
一
五
頁
、
荊
川
亀
市
著
「
H
本
固
有
法
の
精
帥
」
四
八
頁
）
と
が
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て

の
私
見
は
別
の
機
會
に
疲
表
し
た
い
と
思
つ
て
い
る
。

　
　
・
（
一
認
o
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
。
。
監
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
。。
臨
）

　
天
保
九
年
に
は
経
費
節
約
の
た
め
受
刑
者
の
牧
容
を
停
止
し
、
同
ナ
ニ
年
盤
に
復
し
、
さ
ら
に
弘
化
二
年
若
干
の
制
限
を
行
つ
た
等
の
例
が
あ
る
（
前
掲

「
日
本
近
世
行
刑
史
稿
」
上
巻
八
一
三
頁
）
。

　
徒
刑
の
多
く
に
み
ら
れ
る
頭
髪
、
眉
毛
の
剃
去
も
、
寄
揚
で
は
「
異
様
の
嚴
法
」
と
し
て
探
帯
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
み
れ
ば
（
前
註
3
2
参
照
）
、
そ
う

レ
た
こ
と
が
逃
走
防
止
の
避
く
べ
か
ら
ざ
る
手
段
で
は
な
く
、
威
嚇
、
懲
戒
の
目
的
も
有
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
寄
場
の
近
代
自
由
刑
的
性
格
は
こ
』

に
も
申
衣
わ
れ
て
い
る
o

　
オ
ラ
ン
ダ
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
懲
治
場
は
一
五
九
五
年
に
開
始
さ
れ
、
近
代
的
肖
山
刑
の
備
矢
で
あ
る
。

　
小
野
涜
一
郎
稿
「
日
本
刑
法
の
歴
史
的
獲
展
」
⇔
國
家
撃
界
難
誌
五
五
巷
一
一
號
七
一
頁
。

　
三
浦
周
行
稿
「
疸
放
刑
論
」
，
法
制
史
の
研
究
一
〇
一
六
頁
。

　
前
掲
「
日
本
近
世
行
刑
史
稿
」
上
巻
九
六
八
頁
。



（
50
）

（
5
1
）

（
5
2
）

（
硲
）

（
54
）

（
5
5
）

（
56
）

　
前
禍
拙
稿
「
假
刑
律
の
一
考
察
」
本
誌
二
三
巻
二
蝋
號
一
五
頁
以
下
参
照
。

　
朋
治
元
年
五
月
、
石
川
島
寄
場
は
民
政
裁
判
所
に
局
し
、
同
年
八
月
に
は
會
計
局
の
所
笹
、
同
年
十
二
月
に
は
束
京
府
の
所
管
、
二
年
十
二
月
に
は
刑
部
省

の
所
瞥
に
な
つ
た
。
三
年
二
月
徒
場
と
改
稽
し
た
。

「
豊
多
摩
蕎
記
」
に
「
石
川
島
人
足
寄
場
ヲ
以
テ
徒
揚
こ
充
テ
其
ノ
虎
遇
ハ
徳
川
氏
の
祷
ヲ
襲
フ
」
と
あ
る
（
前
掲
「
日
本
近
世
行
刑
史
稿
」
下
巻
附
表
三
頁
）
。

さ
ら
に
四
年
二
月
の
徒
場
蜆
則
も
、
大
燈
に
お
い
て
寄
場
の
制
を
纈
承
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
二
年
二
月
刑
法
肯
へ
の
長
崎
府
問
合
に
よ
る
と
、
そ
こ
で
は
寄
揚
を
徒
刑
場
に
改
制
し
て
い
る
（
前
偶
「
法
蜆
分
類
大
奈
」
刑
法
門
刑
律
e
一
｝
一
買
）
。

「
田
邊
浩
革
小
史
」
　
一
〇
二
頁
。

　
前
掲
「
日
本
近
世
行
刑
史
稿
」
下
谷
九
七
〇
頁
の
引
用
に
嫁
る
ゆ

　「

新
宮
市
誌
」
は
詳
細
な
郷
土
史
で
あ
る
が
、
明
治
初
期
徒
刑
の
記
事
は
な
い
。

四

　
か
く
し
て
明
治
二
年
二
月
乃
至
四
月
以
降
、
和
歌
山
藩
で
は
徒
刑
の
制
度
が
施
行
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
從
來
の
追
放
刑
に
代
つ
た
も
の
で
あ
る
。

前
に
も
引
用
し
た
刑
法
知
局
事
の
伺
書
に
「
是
迄
之
追
放
所
挑
等
徒
刑
に
換
へ
云
六
」
と
あ
る
は
、
そ
の
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
國
律
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

る
追
放
刑
は
「
放
刑
八
等
」
（
懲
例
）
と
呼
び
、
弐
の
種
類
が
あ
つ
た
。

在
郷
へ
導
押
込
欝
．
居
所
轟
繍
．
禦
下
濃
璽
。
五
里
外
追
放
璽
．
七
里
外
追
放
繍
属
．
＋
舞
提
懸
．
＋
五
里

外
追
放
同
。
二
十
里
外
追
放
同
。

　
さ
ら
に
國
律
補
助
の
名
例
律
に
は
「
追
放
者
里
藪
放
し
場
所
」
と
題
し
、
各
種
追
放
刑
に
む
け
る
放
逐
場
を
詳
細
に
規
定
し
て
い
た
。
徒
刑
の

五
段
階
が
、
こ
の
八
種
の
追
放
刑
に
封
し
、
ど
の
よ
う
に
置
き
換
え
ら
れ
た
か
は
、
遺
憾
な
が
ら
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
和
歌
山
藩
徒
刑
の
一
特

長
で
あ
る
永
徒
刑
が
、
ど
の
よ
う
な
犯
罪
に
實
施
さ
れ
た
か
も
知
り
え
な
い
の
は
定
に
残
念
で
あ
る
。

な
需
聾
護
七
年
極
」
に
書
る
塁
犯
の
百
五
＋
凡
再
の
審
梨
三
年
、
二
年
の
徒
刑
（
嚇
灘
旛
翫
賄
脚
）
績
え
お

　
　
　
明
治
初
年
の
和
歌
山
藩
刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
　
（
一
五
〇
）



　
　
　
明
治
初
年
の
和
歌
山
藩
刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
　
　
（
一
五
一
）

て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
從
來
の
牢
舎
刑
も
全
て
徒
刑
に
改
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
次
に
元
年
十
月
及
十
一
月
新
政
府
達
の
中
、
徒
刑
以
外
の
分
が
、
和
歌
山
藩
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
逡
守
且
つ
質
施
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
簿
つ
い
ξ
、
わ
す
か
に
「
盗
窃
百
蟹
下
罪
歪
死
」
（
嚇
響
月
）
が
「
盗
Σ
誉
て
金
曹
蟹
下
の
葬
型
年
」
（
懸
政
事
）

と
し
て
實
行
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
う
る
に
す
ぎ
な
い
。
國
律
に
お
い
て
は
「
大
様
金
十
爾
以
上
維
物
金
二
積
リ
十
爾
以
上
盗
取
候
者
」
「
死
罪
叉
は

斬
罪
」
（
儲
賊
憶
あ
建
．
し
か
し
、
新
政
窪
の
そ
の
他
の
内
憲
、
毒
に
夜
憂
行
さ
れ
奄
の
毒
て
よ
倉
う
．
例
え
ぱ
國
律
に

は
存
在
し
な
い
筈
刑
、
流
刑
の
ご
と
き
も
、
後
に
述
べ
る
「
刑
法
内
則
」
に
「
代
答
徒
役
」
「
代
流
徒
刑
」
が
あ
り
、
そ
の
際
に
筈
刑
及
び
流
刑
の

大
部
分
を
慶
止
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
「
徒
刑
之
法
」
施
行
の
頃
に
そ
れ
を
探
用
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

「
徒
刑
之
法
」
實
施
後
に
お
い
て
行
わ
れ
た
刑
事
法
上
の
改
革
で
、
注
意
す
べ
き
は
吹
の
二
つ
の
事
項
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
つ
は
三
年
四
月
二
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

五
肩
の
政
事
臆
布
告
で
あ
る
。

　
一
　
向
後
御
答
被
仰
付
候
者
其
罪
の
品
に
寄
士
族
扶
持
人
た
り
と
も
身
分
を
下
し
徒
刑
に
被
庭
候
儀
も
有
之
候
間
別
て
心
得
違
無
之
檬
可
致
事

　
士
分
の
者
と
百
姓
町
人
と
の
間
に
、
刑
罰
の
匝
別
が
勘
つ
た
こ
と
は
封
建
時
代
刑
法
の
特
色
で
あ
る
。
國
律
も
そ
の
例
に
洩
れ
な
匝
。
新
政
府

の
假
刑
律
も
「
藩
臣
慮
分
」
の
閏
刑
を
設
け
て
い
る
。
か
よ
う
な
時
に
、
た
と
え
「
其
罪
の
品
に
寄
」
と
い
う
條
件
附
で
は
あ
る
に
も
せ
よ
、
武

士
も
庶
民
と
同
じ
く
徒
刑
に
塵
す
る
の
は
い
ち
ぢ
る
し
い
攣
革
で
あ
つ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
他
の
一
つ
は
「
贋
人
夫
」
の
刑
の
新
設
で
あ
る
。
從
來
、
博
突
犯
の
蓮
坐
と
し
て
村
役
人
下
役
人
、
村
内
町
内
、
五
人
組
向
三
軒
爾
隣
は
過
料

刑
（
夏
⊥
彗
で
あ
つ
奈
（
灘
政
）
・
．
読
姦
人
杢
人
実
）
に
改
め
・
ま
養
壱
讐
刑
罰
婆
還
蜜
艶

（
、
一
＋
日
、
、
、
一
＋
日
）
（
纒
律
）
愚
人
夫
（
＋
人
－
＋
選
舞
誓
鮭
の
蕩
る
（
踊
灘
旛
羅
胱
鐘
．
そ
族
交
が
人
書
し
満

人
分
（
何
日
問
）
か
を
働
く
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
伯
費
で
雇
つ
た
人
夫
を
藩
へ
差
出
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。
但
し
「
人
夫
代
料
に
て
差
出
度
も
の

は
天
言
文
の
割
に
て
出
喜
可
畢
」
（
遡
と
、
金
納
も
認
め
て
い
る
．
ど
ん
な
理
由
で
あ
考
鍋
罰
護
け
ら
奏
か
は
不
嬰
あ



る
が
、
そ
れ
は
後
に
述
べ
る
よ
う
に
三
年
十
月
ま
で
約
一
年
牛
つ
づ
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ト
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
こ
め
よ
う
謄
和
歌
山
藩
で
は
、
前
掲
新
政
府
達
を
き
つ
か
け
に
し
て
「
徒
刑
之
法
」
を
始
め
種
女
の
刑
事
法
上
の
攣
革
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結

果
、
從
來
の
國
律
、
國
律
補
助
の
内
容
に
は
大
攣
動
を
生
じ
、
法
典
の
醗
裁
上
も
は
や
普
通
の
修
正
加
除
の
手
段
で
は
如
何
と
も
な
し
が
た
い
歌

態
に
立
ち
至
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ま
で
の
よ
う
に
成
文
刑
法
典
主
義
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
新
法
典
の
編
纂
が
必
須
で
あ
つ
た
に
ち

が
い
な
い
。
明
治
三
年
閏
十
月
の
「
刑
法
内
則
」
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
徒
刑
之
法
」
に
關
す
る
前
掲

珊
法
知
局
事
伺
書
の
「
上
げ
紙
」
に
．
「
律
書
は
取
調
中
に
付
跡
よ
砂
可
奉
伺
事
」
と
あ
り
、
ま
た
前
掲
四
月
二
十
五
日
政
事
聴
達
に
「
刑
律
の
儀

當
時
取
調
中
に
て
未
不
極
候
に
付
云
六
」
と
あ
る
の
は
、
す
で
に
そ
の
當
時
新
法
典
編
纂
の
氣
蓮
が
動
い
て
い
た
こ
と
を
物
語
つ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
　
明
治
三
午
年
閏
十
月
廿
二
日
政
事
臆
よ
り
刑
法
参
事
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
パ
マ
リ
レ

　
一
　
刑
罰
之
儀
朝
庭
に
於
て
御
一
定
迄
庭
流
以
下
之
刑
當
分
假
に
別
表
御
内
則
を
以
庭
決
可
致
尤
表
外
の
刑
は
勿
論
代
流
徒
刑
三
等
は
亘
細
手
績
書
へ
刑
案
取
添
へ

　
　
伺
出
可
申
右
以
下
と
錐
も
少
し
に
て
も
疑
敷
分
は
刑
の
輕
重
に
不
拘
見
込
書
を
以
伺
出
候
上
に
て
庭
置
致
し
聯
粗
漏
之
儀
無
之
様
相
心
得
各
郡
参
事
へ
可
申
合
事

　
　
本
文
表
面
は
假
御
内
財
之
儀
に
付
決
て
漏
洩
不
致
様
篤
と
可
申
合
事

　　　　　一　　　　一　　　一　一一

流
以
下
常
分
別
表
御
内
則
を
以
て
御
庭
置
之
筈
に
付
て
は
左
之
ケ
條
之
通
相
心
得
各
郡
参
事
へ
可
申
合
事

盗
金
鐘
高
を
徒
刑
働
賃
銭
を
以
爲
陵
候
儀
駿
止
之
事

他
管
轄
所
の
者
も
一
謙
に
腱
刑
可
致
事

代
答
徒
役
以
下
へ
申
渡
文
言
へ
日
歎
幾
日
と
可
認
入
事

瞭
人
夫
は
塵
止
向
後
過
料
に
替
候
事

　
明
治
二
年
三
月
以
來
、
新
政
府
が
新
律
綱
領
を
編
纂
中
で
あ
つ
た
事
實
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
こ
で
「
朝
廷
に

於
で
御
一
定
迄
」
す
な
わ
ち
統
一
法
典
械
立
ま
で
の
限
時
法
と
し
て
「
刑
法
内
則
」
は
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
盧
流
以
下
の
刑
」
い
い
か
え
れ

ば
「
死
永
諜
藝
聾
、
薙
羅
翻
）
忍
窪
規
定
し
轄
窪
婆
要
箋
森
璽
上
の
理
い
詫
垂
罪
犯
に
科
す

蓄
の
霧
つ
て
、
刑
法
局
の
み
が
所
管
し
、
各
郡
民
政
局
の
震
外
で
あ
宛
（
繍
毅
㎜
）
．
す
な
わ
鞄
「
刑
涛
則
」
は
各
饗
政
暴

　
　
　
明
治
初
年
の
和
歌
山
藩
刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二
　
　
（
一
五
二
）

和
歌
山
藩
に
も
傅
え
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。



　
　
　
明
治
初
年
の
和
歌
山
藩
刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
　
（
日
五
三
）

刑
の
執
行
を
爲
し
う
る
範
園
内
の
臨
時
法
で
あ
つ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
刑
法
局
自
膿
が
そ
う
し
た
輕
罪
を
裁
判
す
る
場
合
に
も

そ
れ
を
典
披
と
し
た
で
あ
ろ
う
。
刑
法
局
の
み
が
裁
判
す
る
配
罪
に
封
し
て
は
、
別
段
の
成
丈
規
定
を
設
け
す
、
「
刑
法
内
則
」
の
み
を
編
纂
し

た
理
由
は
、
各
郡
民
政
局
に
お
け
る
裁
判
の
準
嫁
法
が
早
急
の
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
比
較
的
輕
い
犯
罪
が

数
的
に
多
か
つ
た
の
も
一
原
因
で
は
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

「
参
事
の
外
決
て
漏
洩
不
致
云
汝
」
と
あ
る
は
、
刑
罰
法
規
を
極
秘
に
し
た
從
來
の
傳
統
（
非
公
布
主
義
）
を
脆
し
切
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
「
盗
金
鐘
高
を
徒
刑
働
賃
銭
を
以
爲
駿
候
云
女
」
と
い
う
は
、
百
爾
以
下
の
窃
盗
を
徒
刑
三
年
と
定
め
た
際
（
嚇
翻
膿
訴
晒
瑚
濫
肘
唖
脚
〉
、
「
但

盗
取
候
金
高
徒
刑
賃
鏡
に
て
腰
せ
相
濟
候
上
本
文
三
年
の
徒
役
勤
さ
せ
可
申
事
」
（
嗣
）
と
し
た
の
を
慶
止
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
日
四
十
八
文
の

纂
（
鰍
纒
羅
）
を
以
て
賠
償
す
れ
ば
、
窃
盗
金
額
が
百
爾
に
近
場
倉
は
、
徒
刑
期
間
が
か
喬
延
蓼
砦
．
そ
の
不
合
理
霧

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
膿
人
夫
の
駿
止
も
結
局
金
納
す
れ
ば
過
料
と
同
じ
結
果
に
な
つ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

　
（
1
）
　
各
種
疸
放
刑
の
受
刑
者
は
、
杢
犯
罪
人
の
八
、
九
割
を
占
め
て
い
た
と
の
事
で
あ
る
（
前
福
「
甫
紀
徳
川
史
」
一
〇
三
五
頁
）
。

　
（
2
）
前
掲
書
二
一
五
頁
。

　
（
3
）
　
押
込
、
屹
度
押
込
（
閉
門
、
逼
塞
、
差
知
）
は
、

御
日
見
以
下
輕
輩
武
士
の
場
合
に
使
用
す
る
言
葉
で
あ
る
（
前
掲
書
一
〇
三
九
頁
）
。

　
（
4
）
　
　
蔀
…
…
掲
坐
同
一
　
一
　
一
山
ハ
宵
ハ
o

　
（
5
）
　
永
流
の
内
容
は
明
ら
か
で
な
い
。
永
禁
銅
は
武
士
に
勤
す
る
刑
罰
で
、
以
前
は
「
永
く
揚
屋
入
」
と
い
つ
た
（
前
褐
書
一
〇
三
七
頁
）
。
な
お
、
永
徒
刑
は
内

　
　
則
跡
定
の
頃
、
慶
止
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
o

　
（
6
）
　
幕
府
の
御
定
書
は
原
則
と
し
て
来
行
以
外
に
は
秘
密
と
さ
れ
て
い
た
（
ざ
浦
周
行
稿
「
雁
代
法
制
の
公
布
と
其
公
布
式
」
法
制
史
之
研
究
一
三
三
頁
以
下
滲

　
　
照
）
。
各
藩
の
刑
罰
法
規
も
そ
れ
に
準
じ
て
い
る
。
刑
法
典
を
國
民
一
般
k
嚢
表
し
た
の
は
、
明
治
三
年
の
新
律
網
領
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

　
　
　
　
（
も
）

「
南
紀
徳
川
史
」
に
擦
れ
ば
「
刑
法
内
則
」
の
全
交
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。



御
内
則
　
死
永
流
永
禁
銅
を
除
く
以
下
刑
表

道　無

　　1

　　／
犯雑
1

傷殴 突博
　／

欝L　淫 儒　詐
　　／

賊　　盗

代
流
徒
刑
三
等
刑
局
禁
鋼
准
之

徒

刑

三

等

窃
盗
殿
傷
の
類
用
之

ノ＼惑左死一鱒張姉姦　役 瓢rl職逃鰹砿
をす道者時爽変　好妹麺　　　人 塑貰盗　蚤散蕪訴孝義七

璽薯叢繍蒲　鶴需　　群翻　機
す　て　傷　　犯　　　姪嚢　　　　り　は手　　人

る人人　　　胤妾　 爲二引　者
者を殆　　倫　 悪三等不　 年

　　鼎至　　　　　者等は論1　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を本　　　

中中　中鰯中　中轡朧窪1從從御II五
　　　　至　　　　　　　　　　　1命rぞ楚　　　　　　　　　　　　　1、ムり　　雪巨イ｛

　　　　魔　　　　　　　父　　　　　　　　は：　捕論

　　　　疾從取一傷財　　　　者子上笠人　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　け可　者　　　　　　　年
　　　　　　　　　　　　婦　　　　　　　費減　不
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　買路　　　　　　　　　　　 一 一

穿樫．弊　 輕軽　輕響物窃財窃輕鞭匪輕輕＿
ヂ篁　　　　騰灘ぞ楚從曹二
　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　焦三1犯爲

　　　　磐　　騨 年

朋
治
初
年
の
和
歌
山
藩
刑
法

　
　
二
　
　
　
　
年

調杯悌裁
許
を
不
用
者

蓮
罪
の
外
親
主
人
乞
妄
訴

す
る
者

重
路
三
四
度

窃
洛
七
十
．
爾
以
上

強
盗
の
從
類
不
論
財
野
荒

、

再
犯

役
人
と
爲
り
人
を
謳
惑
す
る
者

詐
儒
困
人
者

張
札
扮
丈
の
類

人
を
拘
禁
す
る
者
、

姦
な
以
て
人
の
封
書
を
披
者

密
麺
囚
．
儒
悪
者

密
通
三
犯

定
婚
の
女
密
麺
妨
嫁
者

弧
淫

強
好
不
窪
者

妊
麺
宿
跡
手
引

博
変
宿

博
変
再
犯

殴
傷
　
至
九
月
者

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

ヒ
貼
賂
を
以
て
公
事
を
柾
け

悪
を
爲
す
者

堕
胎
醤

中中中中

年
　
半

導輕轄三可醸奮陛

年

　　は情堕巾　　中　　　　中從從幼隠中巾中中中中　　　匹rl窃重
　　別賓胎　　　　　　　　　　女賞　　　　　　　　　　洛盗
　　に貧　　　至　　　　　　を女　　　　　・　　　五モ
　　論困　　牛　　　　淫の　　　　　　＋度
　　すに　　　　年　　　　　　　傷三ヒ　　　　　　　　　　爾
　　　迫　　　　者　　　　　　　す　　　　　　　　　　　以
　　　る　　　　　　　　　　　　　る　　　　　　　　　　　　上

孟隣．，　　　　者
　　1権　輕　　輕　　博輕定主奉獅1輕軽韓三輕頼輕　　　輕
（　　胎　　　　　　　徒　　婚女公廼

＿手　至　女に人再五　　引　　　一　　　　　姦宿互犯
四　　　　　　　季　　　　　麺麺に
）　　　　　　者　　　　俗　密
　　　　　　　　　　　　　女　通
　　　　　　　　　　　　　犯



明
治
初
年
の
和
歌
山
藩
刑
法

百徒

日役

二
六
　
　
（
一
五
五
）

儒詐i賊　　盗1道無

三

等

謹
愼
准

之

不不
友睦

1之所金野窃幌

　の具荒ま各盗

　物等し二六
　を凡不十度
　取番論雨以
　る人財以．L
　者無橋上
　准之の

臨淫突博犯　雑膓殴

役
人
と
傭
U
不
逡
者

謄
地
取
上
の
上

密
通

密
麺
宿
井
手
引

博
突
の
獺

凡
か
け
勝
負

二
百
，
日
『
百

日

匡川1軽
盗
四
五
度

窃
盗
一
雨
以
上

中；11中　曙1III

殴
傷
至
二
月
者
『

ま自毎出財∫

ふ他々奔賂
者出酒引購
　奔狂戻取
　人爲の々
　を害上上
　か者　の
　く　　上

中
　
至
一
月
者

中中中中

輕軽脛　窃樫
　　盗盗

　　　雨三

　　　以度

　　　上

輕頓輕　輕酵
に樗

『
σ
』鰹

輕
傷
不
至
疎
者

輕軽輕軽

代
　
苔

徒
役
　
三
　
等

屹愼1
度
押
込

～任

之

七
　
　
十
　
　
日

不不
慈悪

拾の手欲
ひ類元盗
者一の不
を度品得
隠限風者
しのと
不者盗
串　坂

者書
　鳶

外
妾
を
置
者
身
代
和
幽
岡

金
の
上

房
具
費
賀
其
品
取
上
賦
奮

の
上

瀟
引
勢
引
井
凡
て
小
兜
遊

道
具
に
掛
勝
負
類
を
持
扱

は
せ
候
者
賦
金
の
上

殴
打

不
至
傷
者

酒無置人
狂臨者別
　他　外
　行　の
　　　者
　　　を
　　　無
　　　漸
　　　に
　　　差

四
　
十
　
日

中中中中中中　中一11中中中中

二
　
十
　
日

輕擁輕輕軽輕　輕輕輕輕輕輕

　
　
　
　
　
過
　
料
　
三
　
等

＋
五
貫
三
＋
貫
三
五
貫
丈

　　大
初
位
以
下
官
人
並
市
在
小
吏
之
小
過
失
叉
は
罪
人
の
一
類
伍
組
蓮

　
累
等
の
科
に
用
ゆ

押差r
込粗

等

相
當
從
九
位
以
上
官
人
に
珊
ゆ

大
初
位
以
下
の
官
人
並
市
在
小
吏
に
用
ゆ

＋
　
　
五
　
　
日

十

日
一
五

日

官
人
取
扱
の
小
過
失
に
用
ゆ



備
考

ら
棄
難
羅
ス
ル
の
類
を
い
ふ
」
、
不
陵
「
難
不
利
署
叢
嚢
ん
と
謀
麦
は
打
郷
筆
る
衷
ふ
」
と
あ
る
．
（
儲
例
）
．

　
不
順
、
不
悌
、
不
衣
、
不
恋
、
不
慈
は
「
十
悪
」
に
は
な
い
。
そ
れ
ら
が
ど
ん
な
具
燈
的
内
容
を
指
示
す
る
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

③
國
律
で
は
「
姦
女
卜
要
ル
ヲ
釜
ト
ス
」
「
人
垂
ト
要
ル
ヲ
雍
ト
ス
」
と
薯
を
馬
し
て
い
六
讐
．

）
　
國
律
の
「
十
悪
」
に
よ
る
と
、
不
義
は
「
配
下
の
者
頭
支
配
を
殺
害
す
る
の
類
を
い
ふ
」
、
不
孝
は
「
肌
父
憧
父
杜
並
夫
の
爬
父
憧
父
憧
に
孝
順
な

ー（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

「
刑
法
内
則
」
の
特
色
と
思
わ
れ
る
貼
を
、
以
下
に
列
羅
し
て
み
よ
う
。

　
e
　
從
前
よ
り
も
刑
が
寛
大
に
な
つ
た
こ
と
。

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
前
掲
新
政
府
逮
の
一
目
的
が
刑
の
寛
大
化
で
あ
り
、
内
則
が
そ
れ
に
則
つ
て
制
定
さ
れ
た
以
上
、
從
來
よ
り
輔
般
的

に
刑
が
ゆ
る
め
ら
れ
た
の
は
當
然
の
結
果
で
あ
つ
た
。
例
え
ぱ
前
に
述
べ
た
ご
と
く
窃
盗
十
爾
以
上
の
刑
は
、
國
律
で
は
死
罪
叉
は
斬
罪
で
あ
つ

た
も
の
を
、
二
年
四
月
の
政
事
臆
達
で
百
爾
以
下
は
徒
刑
三
年
と
さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
内
則
で
は
「
窃
盗
七
十
爾
以
上
」
は
徒
刑
二
年
に
な
つ
て

い
る
．
庭
國
律
（
讐
に
よ
重
、

　
一
　
密
通
ノ
者
双
方
十
里
外
追
放
　
但
女
ハ
髪
ヲ
刺
追
放

　
一
　
姦
通
ノ
者
ハ
双
方
二
十
里
外
追
放

　
一
　
主
人
た
妻
ト
姦
通
致
候
者
ハ
死
罪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
で
あ
る
が
、
内
則
で
は
躍
純
密
通
は
徒
役
三
百
日
、
、
姦
通
は
全
て
徒
刑
七
年
で
あ
る
。
津
田
出
（
執
政
、
後
ち
の
大
参
事
）
の
同
顧
談
に
「
有

妻
屍
刑
麗
茗
誉
は
肇
苦
盤
止
む
る
こ
歪
淫
と
い
う
の
は
、
あ
髪
籍
す
あ
霧
ろ
う
・
或
い
は
國
律
（
裸
犯
）
に

　
一
　
御
絞
付
ノ
焼
灯
又
ハ
檜
符
等
ヲ
擢
役
人
之
名
ヲ
爲
リ
稻
シ
調
略
私
欲
等
致
候
者
欠
所
入
墨
之
上
二
十
里
外
追
放
但
重
キ
役
人
之
家
來
ト
儒
リ
カ
タ
リ
並
調
略
私

　
　
欲
等
致
候
者
死
罪

　
一
　
重
キ
御
役
人
ノ
家
來
ト
傭
リ
功
タ
膨
致
候
者
籔
等
二
不
拘
死
罪
又
ハ
斬
罪

　
と
あ
る
の
が
、
内
則
の
「
役
人
詐
稻
」
で
は
最
高
徒
刑
七
年
に
と
ど
ま
り
、
強
訴
、
徒
黛
の
類
も
國
律
の
死
罪
（
儲
訟
）
が
、
や
は
り
最
高
徒
刑

　
　
　
　
明
治
初
年
の
和
一
歌
山
藩
刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
　
（
一
五
六
）



　
　
　
明
治
初
年
の
利
歌
山
藩
刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
　
（
一
五
七
）

七
年
に
輕
減
さ
れ
て
い
る
。

　
ω
　
流
刑
、
苔
刑
を
徒
刑
、
徒
役
に
換
え
て
い
る
こ
と
。

　
從
來
の
國
律
で
は
、
流
刑
、
苔
刑
を
採
用
し
て
い
な
い
が
、
前
に
も
一
言
し
た
ご
と
く
前
掲
新
政
府
達
に
從
い
、
お
そ
ら
く
「
徒
刑
之
法
」
施

行
前
衝
に
そ
れ
ら
の
刑
を
新
設
し
て
い
た
も
α
と
思
わ
れ
る
。
内
則
は
永
流
以
外
の
も
の
を
徒
刑
（
徒
役
）
に
愛
更
し
た
の
で
あ
る
。
新
政
府
の

指
示
に
よ
れ
ば
、
流
刑
は
「
蝦
夷
地
二
限
リ
」
と
豫
定
し
た
が
「
彼
地
御
制
度
相
立
候
迄
」
は
「
先
醤
」
に
準
じ
て
行
わ
せ
て
い
る
。
「
先
奮
」
の

例
を
有
し
な
い
和
歌
山
藩
で
は
、
ど
の
よ
う
な
措
置
を
行
つ
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
と
こ
ろ
が
北
海
道
へ
の
流
刑
は
、
開
拓
使
の
受
入
態
勢
が
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

牟
、
そ
紮
誌
三
年
t
早
盲
の
「
諜
法
」
（
顯
誘
鞘
）
姦
て
、
全
て
五
年
、
七
年
、
＋
年
の
徒
役
に
代
え
ら
れ
券
募
る
．

内
則
が
代
流
徒
刑
を
設
け
た
の
は
、
む
し
ろ
先
見
の
明
が
あ
つ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
お
代
流
徒
刑
三
等
の
刑
期
は
、
準
流
法
の
施
行
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

よ
つ
て
次
の
ご
と
く
改
正
さ
れ
た
。

　
明
治
三
午
年
十
二
月
八
日
政
事
廃
よ
り
逮

　
一
　
此
程
御
定
相
成
候
御
内
則
の
内
左
朱
書
之
通
相
改
候
事

　
代
流
徒
刑
三
等
「
十
年
」
「
七
年
」
「
五
年
」
　
毛
年
　
五
年
『
三
年

翁
昏
篭
護
豪
孟
農
止
し
た
の
は
萌
治
葦
の
懲
欝
（
鱗
嶽
政
肯
）
か
ら
蚕
賀
内
則
の
謹
は
や

は
り
一
歩
先
ん
じ
た
も
の
と
い
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
日
　
徒
刑
に
お
け
る
武
士
と
庶
民
の
手
等
。

　
三
年
四
月
以
降
「
罪
の
品
に
よ
り
」
武
士
も
庶
民
と
同
じ
く
徒
刑
に
虞
し
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
そ
の
趣
旨
は
内
則
に
傳
え
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち
徒
刑
三
等
の
刑
に
該
當
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
士
庶
の
匝
別
な
く
一
様
に
徒
刑
を
科
し
た
よ
う
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
代
流
徒
刑
に

つ
い
て
は
「
刑
局
禁
釧
」
、
徒
役
に
つ
い
て
は
「
謹
愼
」
、
代
答
徒
役
に
つ
い
て
は
「
慣
、
屹
度
押
込
」
と
い
う
武
士
の
閏
刑
が
存
在
す
る
に
も
か



か
わ
ら
す
、
徒
刑
に
つ
い
て
は
そ
の
よ
う
な
閏
刑
の
規
定
が
存
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
津
田
の
前
掲
談
話
に
「
士
太
去
の
特
椹
を
慶
し
て
刑
法
を
干

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

等
に
し
云
女
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
徒
刑
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
談
話
に
よ
る
と
「
從
來
士
族
の
特
樺
で
あ
つ
た
所
謂
乎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

打
成
敗
切
り
捨
て
杯
云
ふ
野
螢
未
開
の
悪
む
可
き
慣
例
は
急
に
之
を
禁
じ
た
」
と
も
い
つ
て
い
巻
。
こ
の
黙
に
關
す
る
國
律
の
規
定
を
み
る
に
、

　
一
　
諸
士
御
日
柄
二
慮
外
者
ヲ
手
打
ニ
イ
タ
シ
其
段
申
込
候
，
ヘ
ハ
不
及
何
等

　
一
　
以
下
ノ
者
ニ
テ
モ
輕
キ
町
人
百
姓
ノ
身
ト
シ
テ
法
外
ノ
雑
言
等
不
届
ノ
仕
形
有
之
不
得
止
事
切
殺
候
得
ハ
吟
昧
ノ
上
相
違
無
之
二
於
テ
ハ
不
及
何
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
と
あ
り
、
封
建
時
代
一
般
の
慣
例
が
成
丈
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。

内
則
よ
り
も
後
に
制
定
さ
麓
新
政
府
の
葎
綱
領
（
墨
華
二
月
）
或
葎
例
（
拳
七
月
張
、
套
士
族
鋳
す
至
鶴
閏
刑
姦

し
て
い
る
の
に
比
較
す
れ
ば
、
部
分
的
で
は
あ
る
に
も
せ
よ
、
内
則
に
お
け
る
士
庶
平
等
的
取
扱
い
の
進
歩
的
傾
向
は
高
く
こ
れ
を
評
債
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
四
　
法
定
刑
に
か
な
り
の
弾
力
性
が
あ
る
こ
と
。

　
刑
法
の
歴
史
的
嚢
展
か
ら
み
れ
ば
、
絶
封
的
法
定
刑
の
時
代
は
夙
に
過
ぎ
去
り
、
十
九
世
紀
以
降
の
西
洋
の
刑
事
立
法
は
主
と
し
て
相
謝
的
法

定
刑
主
義
を
探
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
わ
が
徳
川
時
代
の
幕
府
法
は
絶
封
的
法
定
刑
の
立
場
を
晩
却
し
て
い
な
い
。
諸
藩
の
刑
法
も
同
様
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
國
律
は
、
こ
の
黙
に
つ
い
て
他
に
み
ら
れ
な
い
特
色
を
有
し
て
い
た
。
そ
れ
は
同
一
犯
罪
に
つ
い
て
藪
個
の
刑
罰
を
規
定
す
る
條

文
を
か
な
り
多
く
持
つ
て
い
る
貼
で
あ
る
。

　　　　　一　　　　一　　　一　一
一』

人
二
頼
レ
謀
書
等
認
遣
候
者
輕
ハ
扶
持
人
ハ
扶
持
放
、
御
城
下
追
放
、
重
キ
ハ
十
里
外
、
十
五
里
外
、
二
十
里
外
追
放

謀
書
謀
到
イ
タ
シ
候
者
欠
所
ノ
上
死
罪
、
重
キ
ハ
斬
罪
、
昊
首
、
輕
ハ
欠
所
二
十
里
外
追
放

爲
金
銀
儒
札
取
捧
候
者
斬
罪
、
昊
首
“
重
キ
ハ
礫

名
印
無
之
投
文
致
シ
人
ノ
罪
ヲ
告
訴
致
シ
候
者
ハ
十
里
外
、
十
五
里
外
、
二
十
里
外
追
放

盗
物
ト
乍
存
質
二
置
遣
シ
又
ハ
費
梯
遣
シ
候
渚
又
ハ
貰
ヒ
候
者
預
リ
候
者
又
ハ
盗
物
ヲ
謹
人
二
立
費
ラ
セ
叉
ハ
質
二
置
カ
セ
候
者
又
ハ
盗
物
ト
乍
存
直
一
一
買
取

　
明
治
初
年
の
利
歌
山
藩
刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
　
（
一
・
五
八
）



　
　
　
　
明
治
初
年
の
和
歌
山
藩
刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
　
（
一
五
九
）

　
　
候
者
ハ
御
城
下
追
放
又
ハ
村
追
放
、
輕
キ
ハ
居
村
追
放

　
一
　
幼
少
ノ
者
辮
モ
無
之
火
ヲ
附
候
ヘ
ハ
火
ヲ
鹿
末
二
取
扱
候
ト
ノ
科
ニ
テ
一
命
被
助
追
放
里
敷
ハ
其
品
々
ニ
テ
可
極

　
等
の
例
は
、
幕
府
法
及
ぴ
他
藩
の
刑
法
典
に
比
較
し
、
刑
の
量
定
に
お
い
て
は
る
、
か
に
弾
力
性
を
も
つ
て
い
た
誰
挨
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、

内
則
に
お
い
て
さ
ら
に
一
般
化
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
内
則
の
規
定
す
る
多
く
の
犯
罪
に
は
、
刑
を
三
種
類
に
分
類
し
て
配
列
し
て
い
る
。
殊
に
代

流
碇
刑
の
ご
と
き
三
年
、
五
年
、
七
年
と
、
同
輔
犯
罪
に
封
す
る
刑
期
の
幅
は
か
な
り
廣
い
。
相
封
的
法
定
刑
へ
W
ま
一
歩
の
段
階
に
到
達
し
て

い
る
。
當
時
の
新
政
府
の
法
典
で
あ
つ
た
假
刑
律
及
び
内
則
よ
り
以
後
に
制
定
さ
れ
た
新
律
綱
領
、
改
定
律
例
は
、
い
す
れ
も
律
系
統
の
刑
法
で

あ
つ
た
た
め
絶
封
的
法
定
刑
主
義
の
域
を
い
で
す
、
明
治
七
年
の
左
院
草
案
で
あ
る
校
正
律
例
稿
に
お
い
て
そ
の
訣
陥
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
も
あ

　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－o
）
　
　
　
　
．
，

つ
た
が
、
相
辮
的
法
定
刑
の
全
般
的
採
用
は
フ
ラ
ン
ス
刑
法
の
流
れ
を
く
む
明
治
十
五
年
刑
法
か
ら
で
あ
つ
た
。
こ
う
し
た
事
情
を
考
え
れ
ば
、

明
治
三
年
の
内
則
が
す
で
に
早
く
相
封
的
法
定
刑
へ
の
い
ち
ぢ
る
し
い
接
近
を
示
し
て
い
る
事
實
は
、
日
本
近
代
刑
法
史
上
注
目
す
べ
き
現
象
と

い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
國
律
の
傳
統
に
も
と
づ
く
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
そ
れ
以
外
に
近
代
西
洋
刑
事
思
潮
が
何
等
か
の
影
響
を
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
（
1
1
、
）

た
え
た
と
疑
わ
れ
る
ふ
し
が
な
い
で
も
な
い
。
ぞ
れ
は
當
時
の
和
歌
山
藩
に
お
姐
る
外
人
法
律
顧
間
の
存
在
で
あ
る
。
「
晦
結
盗
言
」
に
よ
れ
ば
、

　
同
年
七
月
（
朋
治
三
年
、
手
塚
謎
）
、
益
ノ
外
人
教
師
六
名
雇
聴
の
事
を
假
條
約
を
へ
外
務
省
御
出
願
之
庭
同
十
三
旧
許
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ー
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

李
漏
生
國

同同も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

英
　
　
國

火
工
家

革
細
工
師

築
城
家

ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ

法
律
家

（
て
）

ワ
ー
ゲ
ネ
ー
ヨ

ワ
ル
デ
；

フ
ラ
ツ
ト
ミ
ド
ル

マ
イ
ヨ
甚

ち
　
　
し
　
　
セ
　
　
ち

サ
ン
ド
ル

同　同同同同月
　　　　　　　給

二洋二同百同二
’百銀百　　五　　百
七　　元、十　　元
十　　　　元
五
枚

　　同同同同食
　　　　　　　費
食居

料家同同同同月
自貸

費渡百五五五百
　　元十十十元
　　　　兀フ菖兀

右
い
つ
れ
ゑ
カ
ツ
ピ
ン
」
の
周
旋
に
て
鴛
奪
猶
款
典
見
蔀
駿
ハ
一
ケ
奉
畢
八
ケ
月
ト
シ
菱
馨
ハ
山
ハ
百
元
ッ
・
・
鶉
ス
（
麹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）

カ
ッ
ペ
ン
（
国
畦
｝
国
9
冨
ロ
）
は
明
治
二
年
十
一
月
以
來
、
和
歌
山
藩
軍
事
教
官
と
し
て
招
聰
さ
れ
、
獅
逸
式
兵
制
の
確
立
に
從
事
し
て
い
た
。



火
工
家
、
革
細
工
家
、
築
城
家
の
雇
用
は
い
す
れ
も
軍
事
技
術
の
移
入
の
目
的
で
あ
ろ
う
が
、
法
律
家
が
一
人
選
ば
れ
て
い
る
の
は
い
か
な
る
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
13
）

由
で
あ
ろ
う
か
。
サ
ン
ド
ル
な
る
法
律
顧
間
の
招
聴
事
情
と
そ
の
事
蹟
に
つ
い
て
私
は
遺
憾
な
ガ
ら
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
し
か
し
、
三
年
七
月

以
降
六
ヶ
月
間
彼
が
在
職
し
た
こ
と
が
事
實
と
す
れ
ば
、
内
則
編
纂
當
時
、
彼
の
助
言
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
↓
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
14
）

ッ
ペ
ン
が
指
導
し
て
い
た
兵
學
寮
の
凋
逸
學
教
師
に
は
、
幕
末
の
頃
ド
イ
ッ
に
留
學
し
、
法
律
學
を
修
め
た
小
松
濟
治
（
會
津
藩
士
）
が
い
た
。
こ

の
よ
う
に
内
則
制
定
當
時
の
和
歌
山
藩
に
お
い
て
は
、
英
、
猫
刑
法
思
潮
を
撮
取
し
得
る
機
禽
に
十
分
恵
ま
れ
て
い
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
内
容
に
そ
れ
ら
の
影
響
が
多
少
と
も
混
入
し
た
と
考
え
る
の
は
、
み
な
が
ち
飛
躍
的
推
測
で
も
な
か
ろ
う
。

　
（
ユ
）
　
前
禍
「
南
紀
穂
川
史
」
一
一
一
六
頁
附
表
。
そ
れ
は
「
和
歌
山
縣
誌
」
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
（
上
巻
五
五
四
頁
以
下
）
、
雨
者
に
は
多
少
字
句
の
興
同
が

　
　
　
あ
る
o

　
（
2
）
　
津
刷
道
太
郎
編
「
壷
碑
」
三
二
頁
。

　
（
3
）
　
前
掲
「
法
規
分
類
大
全
」
刑
法
門
刑
律
e
一
一
八
頁
。

　
（
4
）
　
前
掲
「
南
紀
穂
川
史
」
一
一
二
〇
頁
。
な
お
、
こ
の
達
で
徒
刑
も
三
年
、
二
年
湘
一
年
0
制
に
改
め
ら
れ
た
。

　
（
5
）
　
新
律
綱
領
（
三
年
＋
二
月
）
は
筈
、
杖
刑
を
探
用
し
た
が
、
懲
役
法
（
「
法
規
分
類
大
全
」
治
罪
門
監
獄
五
六
頁
）
で
、
＋
日
ー
百
日
の
懲
役
に
改
め
ら
れ

　
　
　
た
の
で
あ
る
。
和
歌
山
藩
で
は
一
度
腹
し
た
答
刑
を
、
新
律
綱
領
施
行
の
際
、
復
活
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
（
6
）
　
前
掲
「
壷
碑
」
三
一
頁
。
な
お
、
「
刑
局
禁
銅
准
之
」
「
謹
愼
准
之
」
「
愼
、
屹
度
押
込
准
之
」
の
「
漁
か
」
の
意
味
を
、
そ
れ
ら
を
腹
止
し
代
流
徒
刑
、
徒
役
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
ち
　
　
も
　
　
ち
　
　
ち
　
　
し
　
　
ち

　
　
　
代
答
徒
役
に
換
え
た
と
解
す
れ
ば
、
士
庶
の
刑
罰
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
準
等
に
な
る
。
し
か
し
、
私
は
永
禁
釧
、
差
知
、
押
込
算
の
闘
刑
が
幾
つ
て
い
た
こ
と

　
　
　
か
ら
み
て
、
そ
の
よ
う
に
は
考
え
た
く
な
い
。

　
（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
皿
）

（
U
）

（
1
2
）

前
禍
書
三
二
｝
頁
o

幕
府
法
の
切
捨
御
免
に
つ
い
て
は
高
柳
眞
三
稿
「
正
當
防
衛
と
徳
川
時
代
の
刑
法
」
國
家
學
會
難
誌
五
七
巻
七
號
一
五
頁
以
下
滲
照
。

拙
稿
「
校
正
律
例
に
っ
い
て
」
本
誌
二
二
巻
四
號
三
八
頁
四
六
頁
。

泉
仁
新
熊
「
奮
刑
律
と
新
刑
法
」
法
學
協
會
難
誌
二
七
巻
四
號
二
一
二
買
一
二
三
頁
。

前
偶
「
晦
塾
頚
凝
言
」
第
四
珊
。

重
久
篶
太
郎
・
稿
「
和
歌
山
に
於
け
る
カ
」
ル
・
カ
ツ
ペ
ン
」
明
治
丈
化
研
究
第
六
輯
五
三
頁
以
下
。

明
治
初
年
の
和
歌
山
藩
刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二

（
一
六
〇
）



（
B
）

（
14
）

　
明
治
初
年
の
和
歌
山
藩
刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
　
（
工
2
）

　
「
幕
末
明
治
來
朝
歓
米
人
に
關
す
る
丈
献
一
覧
」
（
槻
光
一
巻
堀
號
ー
三
巻
三
號
）
及
び
「
明
治
交
化
に
寄
與
せ
る
欧
米
人
の
略
歴
」
（
日
本
交
明
協
會
編

「
明
治
交
化
焚
鮮
記
念
誌
」
所
載
）
に
も
、
彼
の
名
は
見
田
せ
な
い
。
和
歌
山
地
方
郷
土
史
家
の
御
教
示
を
賜
り
た
い
。

　
岡
本
柳
之
助
著
「
風
雲
回
顧
録
」
一
五
一
頁
。
岡
本
は
當
時
の
砲
兵
大
隊
長
で
あ
る
。
小
松
は
ド
イ
ッ
よ
り
雌
耐
後
、
同
藩
の
先
輩
山
本
畳
馬
と
交
渉
が
あ

っ
た
（
青
山
霞
村
著
「
山
本
異
馬
」
四
一
頁
）
。
山
本
は
カ
ツ
ペ
ン
が
勤
務
し
て
い
た
大
阪
レ
ー
マ
ン
商
會
の
主
人
（
奢
賢
書
目
帥
凝
ご
）
と
親
交
が
あ
っ
た
か

ら
、
そ
の
縁
故
で
、
小
松
は
カ
ツ
ペ
ン
に
同
行
し
て
紀
州
へ
行
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
彼
は
後
ち
に
司
法
省
に
入
り
、
明
治
二
十
年
民
事
局
長
ま
で
進
ん
だ
。

む

す

び

　
徳
川
將
軍
家
と
深
い
關
係
に
立
つ
和
歌
山
藩
は
、
大
政
奉
還
、
王
政
復
古
に
際
し
き
わ
め
て
困
難
な
立
場
に
お
か
れ
た
。
藩
論
は
分
裂
し
、
一

時
は
將
軍
慶
喜
を
擁
護
し
た
た
め
新
政
府
は
つ
よ
い
猜
疑
の
眼
を
以
て
全
藩
を
遇
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
明
治
元
年
二
月
、
藩
主
徳
川
茂
承
は

上
京
し
て
恭
順
の
意
を
表
し
、
一
方
津
田
出
、
陸
奥
宗
光
等
を
起
用
し
て
藩
政
改
革
に
從
事
せ
し
む
る
や
、
新
政
府
の
嫌
疑
は
一
掃
さ
れ
、
同
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
諸
攣
革
は
「
諸
藩
改
革
の
標
準
」
と
し
て
深
く
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
つ
た
。
津
田
が
執
政
に
就
任
し
た
の
は
元
年
末
で
あ
る
が
、
彼
の
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
（
2
）

革
の
目
標
は
「
郡
縣
制
度
の
雛
形
を
先
づ
紀
州
に
於
て
實
地
に
造
ら
ん
」
と
す
る
黙
に
あ
つ
た
。
世
襲
豫
制
の
慶
止
、
濁
逸
式
兵
制
の
探
用
、
徴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

兵
法
の
實
施
等
、
そ
／
の
改
革
は
「
諸
藩
に
先
鞭
を
つ
け
、
新
文
明
扶
殖
の
魁
首
と
な
つ
た
」
の
で
あ
る
。
徒
刑
之
法
及
ぴ
刑
法
内
則
の
制
定
も
、

そ
う
し
た
改
革
の
一
部
分
と
し
て
こ
れ
を
考
察
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
津
田
の
就
任
以
後
、
新
政
府
に
も
つ
と
も
從
順
で
あ
つ
た
和
歌
山
藩

は
、
刑
事
行
刑
方
針
に
つ
い
て
も
、
新
政
府
の
方
針
を
い
ち
早
く
進
守
、
實
施
し
た
藩
で
あ
つ
た
。
「
徒
刑
之
法
」
の
制
定
が
二
年
二
月
i
四
丹
の

頃
で
あ
つ
た
の
は
、
他
の
地
方
の
そ
れ
に
比
較
し
て
き
わ
め
て
早
い
例
に
属
す
る
。
地
方
に
お
け
る
徒
刑
で
、
開
始
時
期
が
ほ
ぼ
確
實
な
も
の
を
奉

げ
て
み
れ
ば
、
軸
奈
川
府
（
元
年
六
月
）
、
大
阪
府
（
元
年
八
月
）
、
兵
庫
縣
（
一
兀
年
＋
一
月
）
、
長
崎
府
（
二
年
二
月
）
、
伊
那
縣
（
二
年
二
月
）
、
堺
縣
（
二

年
二
月
）
、
京
都
府
（
二
年
三
月
）
、
山
口
藩
・
（
二
年
四
月
）
、
甲
斐
府
（
二
年
五
月
）
、
撮
津
縣
（
二
年
五
丹
）
、
田
邊
藩
（
二
年
五
月
）
、
廣
島
藩
（
二
年
六
月
）
、

佐
倉
藩
（
二
年
六
月
頃
）
、
若
松
縣
（
二
年
八
月
）
、
名
東
縣
（
三
年
七
月
）
、
岩
鼻
縣
（
三
年
八
月
）
、
幅
島
縣
（
三
年
＋
二
月
）
等
で
あ
る
。
こ
の
中
で
元



年
十
一
月
以
前
の
も
の
は
、
復
古
思
想
の
影
響
．
℃
王
朝
の
徒
刑
を
復
活
し
た
も
の
か
ま
た
は
新
政
府
の
假
刑
律
の
徒
刑
を
自
獲
的
に
模
倣
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
後
の
も
の
は
い
す
れ
も
新
政
府
蓮
を
進
守
し
開
始
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
和
歌
山
藩
の
徒
刑
は
、
他
藩
に
お
い

て
は
勿
論
の
こ
と
、
新
政
府
の
直
轄
し
た
府
縣
さ
え
も
ま
だ
ほ
と
ん
ど
開
始
し
て
い
な
い
時
期
に
、
い
も
早
く
始
め
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
内
容
に
「
律
の
徒
刑
」
的
な
も
の
が
混
入
し
た
た
め
、
進
歩
的
性
格
に
お
い
て
は
幕
府
の
寄
場
に
及
ば
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
刑
法
内
則
は
新
政
府
の
統
一
刑
法
典
制
定
が
待
ち
き
れ
す
「
不
田
天
下
一
般
開
明
の
法
律
が
御
制
定
に
な
る
時
を
待
つ
積
り
」
の
臨
時
法
と
し

て
、
新
政
府
の
刑
事
方
針
に
則
り
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
れ
が
た
め
整
頓
せ
る
刑
法
典
で
は
な
く
、
わ
す
か
に
刑
法
各
論
的
規
定
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

部
を
圖
表
化
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
そ
の
施
行
も
、
藩
が
新
律
綱
領
を
探
用
す
る
（
四
年
三
月
）
ま
で
の
短
期
聞
で
あ
つ
た
。
け
れ
ど
も
、

そ
の
内
容
に
自
由
刑
の
一
般
的
採
用
、
徒
刑
に
お
け
る
士
庶
手
等
、
身
膿
刑
の
塵
止
、
相
封
的
法
定
刑
へ
の
接
近
等
、
近
代
刑
法
的
傾
向
が
わ
す

か
な
が
ら
も
認
め
ら
れ
る
の
は
、
た
と
え
公
布
さ
れ
た
法
典
で
は
な
か
つ
た
に
も
せ
よ
明
治
刑
法
穫
達
史
上
意
義
ふ
か
い
存
在
と
い
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
新
政
府
の
明
治
十
五
年
刑
法
制
定
に
さ
き
だ
ち
、
刑
法
近
代
化
の
蔚
芽
は
す
で
に
早
く
明
治
初
期
藩
刑
法
の
一
部
に
擾
頭
し
つ
つ
あ
つ
た

の
で
あ
る
。

（
1
）
　
「
利
歌
山
縣
誌
」
上
巷
三
三
七
頁
以
下
、
渡
邊
幾
治
郎
著
「
陸
奥
守
光
」
七
六
頁
以
下
、
岡
本
前
掲
書
一
〇
一
頁
以
下
等
滲
照
。

（
2
）
前
掲
「
壷
碑
亡
三
頁
。

（
3
）
　
渡
邊
前
掲
書
一
〇
一
頁
。

（
3
）
　
前
掲
「
壷
碑
」
三
二
頁
。

（
4
）
　
前
掲
「
南
紀
徳
川
史
」
一
二
二
頁
。

追
記
　
脆
稿
後
、
計
ら
ず
も
「
國
律
」
の
爲
本
を
入
手
し
た
。
ひ
ど
い
最
食
の
た
め
訣
損
分
も
あ
る
が
、
そ
の
末
尾
に
「
御
奉
公
人
ノ
外
町
左
輕
キ
者
辿
込
追
放
之

　
　
代
リ
瞥
杖
徒
之
三
刑
相
用
候
ヘ
ハ
輕
重
大
様
左
之
通
」
と
し
て
、
答
十
i
五
十
ま
で
五
段
階
、
杖
六
＋
徒
三
月
よ
η
杖
百
徒
三
年
ま
で
の
七
段
階
を
、
旭
込
追

　
　
放
の
各
種
に
割
り
當
て
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
瞥
、
杖
、
徒
刑
が
行
わ
れ
た
よ
う
に
も
思
わ
粘
る
が
、
他
に
傍
謹
は
な
い
。
お
そ
ら
ぐ
そ
の
規
定
は
こ
れ

　
　
ら
の
刑
を
採
用
す
る
な
ら
ぱ
と
い
う
假
定
の
も
の
で
あ
っ
て
、
實
際
に
は
實
行
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
　
　
（
二
七
年
二
月
二
一
日
稿
）

　
　
　
明
治
初
年
の
和
歌
山
藩
刑
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
　
（
エ
ハ
ニ
）


